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特集 2
都市農業の理解を幅広い世代に
～京ベジFESTA2019開催決定～

『コスモス』
　秋桜でコスモスと呼ばれるよ
うになったのは山口百恵さんの
代表曲「秋桜」でコスモスと
歌ったことがそのはじまりと言わ
れています。
　コスモスの花色は様々で、ピ
ンク、白、赤が一般的に知られ
ています。他にも黄色や赤茶色
などの珍しい花色も品種改良
によって生まれています。暑さも
落ち着いてきた頃、天気のよい
休日にコスモス畑へお出かけ
してみてはいかがでしょうか。

●表紙の紹介
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人事異動・昇格のお知らせ
共済部からのお知らせ

はっぴぃすまいる

　
当
Ｊ
Ａ
が
毎
年
夏
に
開
催
し
て
き
た
感

謝
祭
が
今
年
は
秋
へ
と
引
越
し
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。夏
の
開
催
は
子
供
た
ち
が

夏
休
み
に
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
み
ず
み
ず

し
い
夏
野
菜
が
出
揃
う
条
件
の
も
と
開
催

し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、
猛
暑
が
続
く
時

期
と
あ
り
、
昨
年
は
最
高
気
温
が
38
℃
を
超

え
る
猛
暑
日
で
の
開
催
と
な
り
、
熱
中
症
を

訴
え
る
参
加
者
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。そ

ん
な
中
、
昨
年
11
月
の
Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
が

開
催
さ
れ
た
農
業
祭
の
視
察
が
今
年
の
秋

開
催
へ
と
導
く
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し

た
。１
年
の
な
か
で
最
も
快
適
な
晩
秋
で
の

開
催
で
あ
り
、
秋
野
菜
が
収
穫
さ
れ
る
季
節

で
す
。ま
た
、
し
の
ぎ
や
す
い
季
節
の
も
と

で
、
運
営
も
は
か
ど
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業

が
進
め
ら
れ
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。

　
こ
の
背
景
を
踏
ま
え
、
今
回
は
名
称
を
新

た
に
「
京
ベ
ジ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
２
０
１
９
〜
秋

の
大
感
謝
祭
〜
」
と
し
11
月
16
日
㈯
に
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今
年
は
新
た
に

梅
小
路
公
園
の
東
側
の
芝
生
エ
リ
ア
に
加

え
て
、
新
た
に
開
業
し
た
Ｊ
Ｒ
梅
小
路
京
都

西
駅
エ
リ
ア
の
大
き
く
２
つ
に
分
け
た
エ

リ
ア
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
都
市
農
業
に
対

す
る
理
解
を
一
層
深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
を
繰
り
広
げ
ま
す
。ま
た
、
幅
広
い
年
齢

層
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
秋
の
夜
長
を
意
識
し
た
２
部
構
成
と

な
り
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
「
京
や
さ
い
マ
ル
シ
ェ
」
と
題

し
て
地
元
野
菜
の
販
売
と
前
日
に
平
安
神

宮
で
行
わ
れ
る
品
評
会
の
受
賞
野
菜
の
展

示
と
即
売
を
行
い
ま
す
。支
部
組
織
、
青
壮

年
部
、
女
性
部
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
ご
協

力
の
も
と
「
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜
ブ
ラ
ン

特 集

都
市
農
業
の
理
解
を
幅
広
い
世
代
に

〜
京
ベ
ジ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
２
０
１
９
開
催
決
定
〜

ド
」の
発
信
を
進
め
、「
都
市
農
業
の
理
解
」、

「
食
の
安
全
安
心
」「
食
に
よ
る
健
康
」の
Ｐ
Ｒ

を
目
指
し
ま
す
。

　「
京
グ
ル
メ
」
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
。野
菜
販
売
の
ほ
か

に
、「
京
の
肉
」や「
京
の
地
酒
」な
ど
を
味
わ

え
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
秋
の
味
覚
を
堪
能

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、
観
光
客
に
も

野
菜
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
宅

配
サ
ー
ビ
ス
も
設
け
、「
食
と
農
」か
ら
観
光

都
市
京
都
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
や
食
農
教
育
イ

ベ
ン
ト
な
ど
お
子
様
に
も
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
会
場
全
体
を

盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
２
部
は
、
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
等
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー

ジ
「
京
ベ
ジ
音
楽
祭
２
０
１
９
」
を
開
催
し

ま
す
。当
日
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
か
ら
奏
で
ら

れ
る
上
質
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
歴
史
都
市
京

都
の
街
を
包
み
込
み
、
来
場
者
に
特
別
な
ひ

と
時
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
の
京
ベ
ジ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
は
「
都
市
農

業
の
理
解
を
幅
広
い
世
代
に
」
と
い
う
新
た

な
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
進
め
ら
れ
ま
す
。そ

こ
で
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
距

離
が
遠
い
、
10
代
か
ら
20
代
の
世
代
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
構
成
し
て
い

ま
す
。イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
都
市
環
境
の

な
か
で
農
業
が
連
綿
と
営
ま
れ
て
い
る
姿

を
多
様
な
世
代
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
当
Ｊ
Ａ
と
の
良
好
な
関
係
作

り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
今
後
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
な
ど
を
通
じ
て
明

ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
の
お

友
達
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
い
っ
ぷ

く
９
月
号
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
友
だ
ち
検
索
か
ら「@

ja_kyotoshi

」

と
検
索
し
て
い
た
だ
き
、
是
非
と
も
ご
登
録

下
さ
い
。
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▲今年は夏から秋へお引越し
大人から子どもまで楽しめるイベントとなっています。　（昨年の様子）

ID名：
@ja_kyotoshi

皆さん
どうぞおこしやす～

第２部第１部

京都にゆかりのあるアーティストによるスペシャルステージ！
歴史と伝統が息づく街京都に上質なメロディーをお届けします♪
出演アーティスト

京ベジ FESTA2019

つじあやの

「ほんまもん京野菜」の即売コーナーや
京野菜の展示を行います。

「京の肉」や「京の地酒」など
京のグルメが味わえるブースが初登場！
選りすぐりの逸品の数々を是非ご堪能あれ！

△今回は秋の新鮮な京野菜が勢揃い
（昨年の即売会の様子）

お子様向けの食農教育イベントを多数用意

●京やさいマルシェ

●京グルメ

●ＪＡキッズファームパーク
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10:00 ～ 16:00
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歌ったことがそのはじまりと言わ
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大人から子どもまで楽しめるイベントとなっています。　（昨年の様子）

ID名：
@ja_kyotoshi

皆さん
どうぞおこしやす～

第２部第１部

京都にゆかりのあるアーティストによるスペシャルステージ！
歴史と伝統が息づく街京都に上質なメロディーをお届けします♪
出演アーティスト

京ベジ FESTA2019

つじあやの

「ほんまもん京野菜」の即売コーナーや
京野菜の展示を行います。

「京の肉」や「京の地酒」など
京のグルメが味わえるブースが初登場！
選りすぐりの逸品の数々を是非ご堪能あれ！

△今回は秋の新鮮な京野菜が勢揃い
（昨年の即売会の様子）

お子様向けの食農教育イベントを多数用意

●京やさいマルシェ

●京グルメ

●ＪＡキッズファームパーク

川嶋あい DUFF（ダフ）

17：00～19：00

10:00 ～ 16:00

メインステージ
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昨
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
農
協
改
革
が
断
行
さ
れ
Ｊ
Ａ
は

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
ま
し
た
。
当

組
合
が
今
後
も
着
実
に
成
長
し
て
い

く
た
め
に
は
、
自
主
・
自
立
の
組
織

と
し
て
創
造
的
自
己
改
革
を
推
し
進

め
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
「
歴
史
あ
る
地
域
社
会
と
の
豊
か

な
共
生
を
」
を
命
題
に
、
五
つ
の
改

革
に
基
づ
い
て
、
農
業
者
の
所
得
増

大
・
農
業
生
産
の
拡
大
・
地
域
の
活

性
化
を
最
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
そ
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
制

度
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ひ
と
り
で
も
多
く

の
組
合
員
に
認
証
基
準
を
満
た
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
農
産
物
の
安
全

性
と
ブ
ラ
ン
ド
力
を
一
層
高
め
、

「
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜
」
の
認
知
度

向
上
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
ま

す
。
　

　
今
年
３
月
に
開
催
し
た
臨
時
総
代

会
で
、
「
組
合
員
の
呼
称
統
一
に
か

か
る
定
款
の
一
部
変
更
」
が
賛
成
多

数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

は
総
合
事
業
の
強
み
を
活
か
し
、
信

用
・
共
済
事
業
で
利
益
を
上
げ
、
そ

の
利
益
を
営
農
経
済
事
業
の
運
営
費

に
あ
て
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
皆
様
に

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
は
Ｊ
Ａ
本

来
の
使
命
で
あ
る
営
農
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
信
用
・
共

済
事
業
で
の
利
益
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
利
益
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
准
組
合
員
の
事
業
利

用
制
限
は
当
組
合
の
命
運
を
分
け
る

大
変
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
、

先
ず
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
政
府
の
実
態
調
査
の
猶
予

期
間
は
５
年
あ
る
も
の
の
、
資
格
調

査
に
相
当
の
歳
月
を
要
す
る
こ
と

や
、
組
合
の
存
続
を
賭
け
る
重
要
な

方
策
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
一
刻

で
も
早
く
准
組
合
員
の
農
業
関
与
度

を
調
査
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
書

面
議
決
で
の
開
催
に
至
っ
た
経
緯

を
、
こ
の
場
で
改
め
て
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

組
合
長
あ
い
さ
つ

貯

　
　
　金

　6月27日、KBSホールに於いて、
2019年度通常総代会を開催しまし
た。昨年度の事業報告及び本年度の
事業計画・第三次3ヶ年計画等を上
程し、全議案慎重な審議のうえ、す
べての議案が可決承認されました。

　
２
０
１
８
年
度
の
事
業
決
算
概
要

は
次
の
と
お
り
。

　
セ
ッ
ト
推
進
や
非
対
面
チ
ャ
ネ
ル

等
の
活
用
に
よ
り
、
利
用
者
の
メ
イ

ン
化
お
よ
び
定
着
化
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
貯
金
で
は
、
夏
・
冬
に
定
期

貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
積

極
的
な
資
金
調
達
を
行
っ
た
結
果
、

年
度
末
合
計
残
高
は
２
，４
５
０
億

円
と
な
り
72
億
円
の
純
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
年
金
受
給
口
座
に
つ
い
て

は
、
受
給
者
特
典
を
拡
充
し
つ
つ
、

純
増
数
を
意
識
し
た
口
座
獲
得
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
将
来
に
亘
り
安
定

的
な
事
業
基
盤
や
資
金
調
達
を
達
成

す
べ
く
取
り
組
ん
だ
結
果
１
，３
７

５
件
の
受
給
口
座
を
獲
得
し
２
２
４

件
の
純
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
を
受
け
、

他
金
融
機
関
と
の
低
金
利
競
争
が
続

く
中
、
組
合
員
お
よ
び
地
域
利
用
者

の
満
足
度
向
上
を
目
指
す
た
め
、
各

種
ロ
ー
ン
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

貸

　出

　金

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

億円

年度 2014 2015 2016 2017 2018

定期積金
45億8,873万円

その他貯金
3億800万円

2,135

2,045

2,377

2,257

要求払貯金
581億1,871万円
要求払貯金
581億1,871万円

定期性貯金
1,869億551万円
定期性貯金
1,869億551万円

定期貯金
1,823億1,678万円

普通貯金
578億1,070万円

2,450
〈貯金の推移〉

2019年度
通常総代会を開催

（6月27日 於：KBSホール）

自主･自立の組織として
　創造的自己改革の実践に向けて
～「歴史ある地域社会との豊かな共生を」を命題に5つの改革に着手～

△戸田秀司組合長による開会の挨拶

△総代の挙手で議案の可否を問いました

　
農
業
関
連
資
金
で
は
、
農
業
メ
イ

ン
バ
ン
ク
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
農
業
経
営
資
金
の
拡
大
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
災
害
に

よ
り
農
業
経
営
の
再
建
を
図
る
た

め
、
金
利
軽
減
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
ま
た
、
住
宅
ロ
ー
ン
で
は
、
昨
年

度
を
大
幅
に
上
回
る
獲
得
件
数
と
な

り
１
２
２
件
、
小
口
ロ
ー
ン
で
は
、

１
１
９
件
の
実
績
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
賃
貸
事
業
用
施
設
建
築
資
金
に
お

い
て
は
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

き
め
細
か
な
対
応
を
心
掛
け
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
年
度
末
合
計
残
高

は
５
９
７
億
円
と
な
り
、
40
億
２
千

万
円
の
純
増
と
な
り
ま
し
た
。

▷
議
長
を
務
め
ら
れ
た

　
　
　
　山
口
徹
総
代(

松
尾
支
部)
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Ａ
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２
０
１
８
年
度
は
、
多
く
の
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
し
た
。
特

に
台
風
21
号
は
、
京
都
市
管
内
で
も

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た

が
、
約
３
，０
０
０
件
の
組
合
員
・

利
用
者
か
ら
建
物
更
生
共
済
の
ご
請

求
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
共
済
金
で

お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
及
面
で
も
自
然
災
害
時

に
充
分
な
保
障
の
確
保
を
目
的
に
、

２
０
１
７
年
度
よ
り
仕
組
み
が
見
直

さ
れ
た
建
物
更
生
共
済
へ
の
切
替
え

を
中
心
と
し
た
提
案
を
行
い
、
保
障

内
容
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
共
済
に
お
い
て
も
、
一

時
払
終
身
共
済
や
新
仕
組
み
で
あ
る

生
活
障
害
共
済
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
例
年
通
り

早
期
に
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
保
全
面
で
は
、
２
０
１
７
年
度
よ

り
可
能
と
な
っ
た
自
動
車
共
済
の
電

話
継
続
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
手
続

き
で
利
用
者
の
負
担
軽
減
と
事
務
の

迅
速
化
が
図
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
共
済
契
約
の
払
込
方
法
に

つ
い
て
口
座
振
替
扱
い
が
浸
透
し
て

い
る
中
、
さ
ら
な
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
（
初
回
時
口
座
振
替
）
の
定
着
化

を
図
る
な
ど
事
業
運
営
体
制
の
強
化

に
努
め
ま
し
た
。

共

　
　
　済

営
農
指
導

　
地
域
農
業
の
活
性
化
と
管
内
の

ブ
ラ
ン
ド
力
あ
る
伝
統
京
野
菜
の

生
産
性
向
上
、
ま
た
地
域
の
実
態

に
応
じ
た
持
続
可
能
な
農
業
を
振

興
し
、
そ
の
実
現
に
努
め
る
た

め
、
担
い
手
や
後
継
者
の
育
成
支

援
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
の
営
農

指
導
活
動
の
展
開
を
図
り
ま
し
た
。

○
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
営
農
指
導
員
が
各
支
部

担
い
手
農
家
の
圃
場
に
出
向
き
、

育
成
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
各
種
品
評
会
、
立
毛
共
進
会

の
審
査
補
助
や
採
種
圃
場
の
検
見

に
参
加
し
、
営
農
指
導
員
の
技
能

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

○
台
風
21
号
、
24
号
、
西
日
本
豪
雨

に
よ
る
圃
場
被
害
に
あ
わ
れ
た
農

家
組
合
員
に
対
し
て
災
害
復
旧
対

策
と
し
て
一
連
の
支
援
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

○
廃
棄
ビ
ニ
ー
ル
、
廃
棄
農
薬
回
収

事
業
を
行
い
、
農
業
廃
棄
物
の
適

正
な
処
理
に
努
め
ま
し
た
。

○
農
作
業
中
の
農
機
具
に
よ
る
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
農
機
具
安
全

講
習
会
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
開
催

し
、
安
全
な
作
業
環
境
の
確
保
に

努
め
ま
し
た
。

　
各
事
業
で
堅
実
な
実
績
伸
張
に
努

め
た
結
果
、
経
常
利
益
は
昨
年
度
よ

り
２
億
56
百
万
円
増
益
し
、
６
億
25

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
信
用
事
業

で
は
有
価
証
券
運
用
益
や
貯
金
利
息

の
圧
縮
に
加
え
、
１
億
72
百
万
円
も

の
貸
倒
引
当
金
戻
入
益
を
計
上
し
た

た
め
、
昨
年
度
よ
り
３
億
49
百
万
円

増
益
と
な
り
ま
し
た
。
共
済
事
業
で

は
14
百
万
円
増
益
、
購
買
事
業
で
８

百
万
円
増
益
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
70
周
年
記
念
式
典
費
用
な
ど
突

発
的
な
費
用
が
嵩
ん
だ
た
め
、
事
業

管
理
費
は
１
億
14
百
万
円
増
加
し
ま

購

　
　
　買

　
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
、
全

農
や
取
引
メ
ー
カ
ー
等
と
連
携
し
、

大
量
仕
入
れ
に
よ
る
低
コ
ス
ト
肥
料

の
供
給
や
鶏
糞
の
一
括
購
入
、
大
容

量
除
草
剤
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。
時
期
に
あ
わ
せ
た
農
機

具
展
示
会
（
本
店
１
回
、
農
機
具
セ

ン
タ
ー
２
回
）
を
開
催
し
、
ア
グ
リ

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
２
０
１
８
で
は
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
搭
載
の
最
新
農
機
に

よ
る
実
演
も
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
機
修
理
サ
ー
ビ
ス
部
門

に
お
い
て
も
、
農
機
整
備
士
の
配
置

を
細
分
化
さ
せ
緊
急
時
対
応
の
向
上

に
努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
火
災
報

知
器
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
全
農
指

定
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
白
蟻
防
除

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
防
災
や

白
蟻
被
害
対
策
に
適
し
た
住
環
境
の

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

し
た
。

　
こ
の
結
果
、
当
期
剰
余
金
は
４

億
30
百
万
円
と
な
り
、
目
的
積
立

金
取
崩
額
や
土
地
再
評
価
差
額
金

取
崩
益
を
加
算
し
、
10
億
円
近
い

当
期
未
処
分
剰
余
金
を
計
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
安
全
性
・
健
全
性
を

示
す
自
己
資
本
比
率
は
、
分
母
に

当
た
る
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
資
産
が

増
加
し
た
こ
と
と
、
算
出
基
準
に

あ
た
る
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
へ
の
段
階
的

対
応
に
よ
り
、
昨
年
度
比
率
か
ら

１
・
41
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
19
・

55
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
固
定
資
産
に
お
い
て

は
、
支
店
改
修
工
事
や
業
務
機
器

の
導
入
を
図
り
ま
し
た
が
、
農
機

具
セ
ン
タ
ー
で
43
百
万
円
の
減
損

損
失
を
計
上
し
た
た
め
、
33
百
万

円
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
固
定
比
率
は
29
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
９
４
０
％
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
度
同
様
、
設
備
投
資
へ

の
資
金
構
成
度
の
安
全
性
は
高
水

準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

財
務
状
況

　
組
合
員
の
増
員
は
、
Ｊ
Ａ
の
組
織

基
盤
を
強
固
に
す
る
と
と
も
に
、
経

営
に
対
す
る
信
認
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
が
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
歩
み
を
続
け
る
た
め
に

は
、
拡
大
し
た
組
合
員
組
織
の
強
化

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
Ｊ
Ａ

の
役
割
や
必
要
性
を
理
解
い
た
だ
く

た
め
、
当
Ｊ
Ａ
が
主
催
す
る
各
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
募
集
を
通
じ
、
利
用

者
に
信
頼
さ
れ
る
事
業
利
用
を
促
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
度
は
、
地
域
密
着
型

金
融
機
関
と
し
て
、
年
２
回
の
定
期

貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
え
、
夏
の

大
感
謝
祭
や
親
子
ま
つ
り
、
ク
リ
ー

ン
ウ
オ
ー
ク
な
ど
、
組
合
員･

地
域

出

　資

　金

〈貸出金の推移〉

〈購買品取扱実績〉

住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
展
開
し

た
結
果
、
組
合
員
数
で
は
３
１
７
名

の
増
員
、
出
資
金
で
は
１
億
６
百
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
加
入
に
お
い
て
は
、
准

組
合
員
の
増
員
が
一
旦
落
ち
着
き
を

見
せ
た
も
の
の
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
准

組
合
員
に
対
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

へ
の
投
稿
や
、
全
支
店
で
の
「
支
店

だ
よ
り
」
の
発
行
等
、
情
報
発
信
を

通
じ
て
関
係
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

〈長期共済
　新契約加入状況〉

○
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
制
度
を
創

設
し
、
農
業
生
産
活
動
の
持
続
性

を
確
保
す
る
た
め
、
農
産
物
の
安

全
性
並
び
に
品
質
向
上
・
環
境
保

全
・
労
働
安
全
・
経
営
改
善
に
関

す
る
点
検
項
目
を
定
め
、
そ
の
実

践
指
導
、
認
証
点
検
な
ど
に
よ

り
、
制
度
の
普
及
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

200

250

300

350

400

450

500

550

600

億円

年度 2014 2015 2016 2017 2018

営農資金
7億1,909万円

統一ローン
135億6,938万円

一般貸付
13億7,047万円
貯金担保貸付
3億4,690万円

金融機関貸付
81億9,200万円

賃貸事業用施設建築資金
355億645万円

475476

557

504

597

新契約高
773億3,231万円

49億3,177万円
終身共済

8億5,183万円
養老生命共済

4億7,600万円
医療共済

6億1,520万円
こども共済

3億3,010万円
介護共済

701億2,191万円
建物更生共済

550万円
定期生命共済

総　額
7億9,548万円

1億1,472万円
肥料・飼料

6,965万円
農　薬

1億1,787万円
自動車

1億323万円
農業機械

1億1,232万円
その他生産資材

4,175万円
精　米

1,351万円
食　品

4,022万円
耐久消費財

1億8,223万円
その他生活物資

生生

産

資材

活

物

資

ほ
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２
０
１
８
年
度
は
、
多
く
の
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
し
た
。
特

に
台
風
21
号
は
、
京
都
市
管
内
で
も

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た

が
、
約
３
，０
０
０
件
の
組
合
員
・

利
用
者
か
ら
建
物
更
生
共
済
の
ご
請

求
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
共
済
金
で

お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
及
面
で
も
自
然
災
害
時

に
充
分
な
保
障
の
確
保
を
目
的
に
、

２
０
１
７
年
度
よ
り
仕
組
み
が
見
直

さ
れ
た
建
物
更
生
共
済
へ
の
切
替
え

を
中
心
と
し
た
提
案
を
行
い
、
保
障

内
容
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
共
済
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お
い
て
も
、
一

時
払
終
身
共
済
や
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仕
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あ
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活
障
害
共
済
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
例
年
通
り

早
期
に
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
保
全
面
で
は
、
２
０
１
７
年
度
よ

り
可
能
と
な
っ
た
自
動
車
共
済
の
電

話
継
続
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
手
続

き
で
利
用
者
の
負
担
軽
減
と
事
務
の

迅
速
化
が
図
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
共
済
契
約
の
払
込
方
法
に

つ
い
て
口
座
振
替
扱
い
が
浸
透
し
て

い
る
中
、
さ
ら
な
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
（
初
回
時
口
座
振
替
）
の
定
着
化

を
図
る
な
ど
事
業
運
営
体
制
の
強
化

に
努
め
ま
し
た
。
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営
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指
導

　
地
域
農
業
の
活
性
化
と
管
内
の

ブ
ラ
ン
ド
力
あ
る
伝
統
京
野
菜
の

生
産
性
向
上
、
ま
た
地
域
の
実
態

に
応
じ
た
持
続
可
能
な
農
業
を
振

興
し
、
そ
の
実
現
に
努
め
る
た

め
、
担
い
手
や
後
継
者
の
育
成
支

援
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
の
営
農

指
導
活
動
の
展
開
を
図
り
ま
し
た
。

○
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
営
農
指
導
員
が
各
支
部

担
い
手
農
家
の
圃
場
に
出
向
き
、

育
成
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
各
種
品
評
会
、
立
毛
共
進
会

の
審
査
補
助
や
採
種
圃
場
の
検
見

に
参
加
し
、
営
農
指
導
員
の
技
能

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

○
台
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21
号
、
24
号
、
西
日
本
豪
雨

に
よ
る
圃
場
被
害
に
あ
わ
れ
た
農

家
組
合
員
に
対
し
て
災
害
復
旧
対

策
と
し
て
一
連
の
支
援
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

○
廃
棄
ビ
ニ
ー
ル
、
廃
棄
農
薬
回
収

事
業
を
行
い
、
農
業
廃
棄
物
の
適

正
な
処
理
に
努
め
ま
し
た
。

○
農
作
業
中
の
農
機
具
に
よ
る
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
農
機
具
安
全

講
習
会
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
開
催

し
、
安
全
な
作
業
環
境
の
確
保
に

努
め
ま
し
た
。

　
各
事
業
で
堅
実
な
実
績
伸
張
に
努

め
た
結
果
、
経
常
利
益
は
昨
年
度
よ

り
２
億
56
百
万
円
増
益
し
、
６
億
25

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
信
用
事
業

で
は
有
価
証
券
運
用
益
や
貯
金
利
息

の
圧
縮
に
加
え
、
１
億
72
百
万
円
も

の
貸
倒
引
当
金
戻
入
益
を
計
上
し
た

た
め
、
昨
年
度
よ
り
３
億
49
百
万
円

増
益
と
な
り
ま
し
た
。
共
済
事
業
で

は
14
百
万
円
増
益
、
購
買
事
業
で
８

百
万
円
増
益
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
70
周
年
記
念
式
典
費
用
な
ど
突

発
的
な
費
用
が
嵩
ん
だ
た
め
、
事
業

管
理
費
は
１
億
14
百
万
円
増
加
し
ま

購

　
　
　買

　
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
、
全

農
や
取
引
メ
ー
カ
ー
等
と
連
携
し
、

大
量
仕
入
れ
に
よ
る
低
コ
ス
ト
肥
料

の
供
給
や
鶏
糞
の
一
括
購
入
、
大
容

量
除
草
剤
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。
時
期
に
あ
わ
せ
た
農
機

具
展
示
会
（
本
店
１
回
、
農
機
具
セ

ン
タ
ー
２
回
）
を
開
催
し
、
ア
グ
リ

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
２
０
１
８
で
は
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
搭
載
の
最
新
農
機
に

よ
る
実
演
も
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
機
修
理
サ
ー
ビ
ス
部
門

に
お
い
て
も
、
農
機
整
備
士
の
配
置

を
細
分
化
さ
せ
緊
急
時
対
応
の
向
上

に
努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
火
災
報

知
器
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
全
農
指

定
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
白
蟻
防
除

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
防
災
や

白
蟻
被
害
対
策
に
適
し
た
住
環
境
の

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

し
た
。

　
こ
の
結
果
、
当
期
剰
余
金
は
４

億
30
百
万
円
と
な
り
、
目
的
積
立

金
取
崩
額
や
土
地
再
評
価
差
額
金

取
崩
益
を
加
算
し
、
10
億
円
近
い

当
期
未
処
分
剰
余
金
を
計
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
安
全
性
・
健
全
性
を

示
す
自
己
資
本
比
率
は
、
分
母
に

当
た
る
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
資
産
が

増
加
し
た
こ
と
と
、
算
出
基
準
に

あ
た
る
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
へ
の
段
階
的

対
応
に
よ
り
、
昨
年
度
比
率
か
ら

１
・
41
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
19
・

55
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
固
定
資
産
に
お
い
て

は
、
支
店
改
修
工
事
や
業
務
機
器

の
導
入
を
図
り
ま
し
た
が
、
農
機

具
セ
ン
タ
ー
で
43
百
万
円
の
減
損

損
失
を
計
上
し
た
た
め
、
33
百
万

円
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
固
定
比
率
は
29
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
９
４
０
％
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
度
同
様
、
設
備
投
資
へ

の
資
金
構
成
度
の
安
全
性
は
高
水

準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

財
務
状
況

　
組
合
員
の
増
員
は
、
Ｊ
Ａ
の
組
織

基
盤
を
強
固
に
す
る
と
と
も
に
、
経

営
に
対
す
る
信
認
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
が
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
歩
み
を
続
け
る
た
め
に

は
、
拡
大
し
た
組
合
員
組
織
の
強
化

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
Ｊ
Ａ

の
役
割
や
必
要
性
を
理
解
い
た
だ
く

た
め
、
当
Ｊ
Ａ
が
主
催
す
る
各
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
募
集
を
通
じ
、
利
用

者
に
信
頼
さ
れ
る
事
業
利
用
を
促
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
度
は
、
地
域
密
着
型

金
融
機
関
と
し
て
、
年
２
回
の
定
期

貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
え
、
夏
の

大
感
謝
祭
や
親
子
ま
つ
り
、
ク
リ
ー

ン
ウ
オ
ー
ク
な
ど
、
組
合
員･

地
域

出

　資

　金

〈貸出金の推移〉

〈購買品取扱実績〉

住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
展
開
し

た
結
果
、
組
合
員
数
で
は
３
１
７
名

の
増
員
、
出
資
金
で
は
１
億
６
百
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
加
入
に
お
い
て
は
、
准

組
合
員
の
増
員
が
一
旦
落
ち
着
き
を

見
せ
た
も
の
の
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
准

組
合
員
に
対
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

へ
の
投
稿
や
、
全
支
店
で
の
「
支
店

だ
よ
り
」
の
発
行
等
、
情
報
発
信
を

通
じ
て
関
係
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

〈長期共済
　新契約加入状況〉

○
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
制
度
を
創

設
し
、
農
業
生
産
活
動
の
持
続
性

を
確
保
す
る
た
め
、
農
産
物
の
安

全
性
並
び
に
品
質
向
上
・
環
境
保

全
・
労
働
安
全
・
経
営
改
善
に
関

す
る
点
検
項
目
を
定
め
、
そ
の
実

践
指
導
、
認
証
点
検
な
ど
に
よ

り
、
制
度
の
普
及
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

200

250

300

350

400

450

500

550

600

億円

年度 2014 2015 2016 2017 2018

営農資金
7億1,909万円

統一ローン
135億6,938万円

一般貸付
13億7,047万円
貯金担保貸付
3億4,690万円

金融機関貸付
81億9,200万円

賃貸事業用施設建築資金
355億645万円

475476

557

504

597

新契約高
773億3,231万円

49億3,177万円
終身共済

8億5,183万円
養老生命共済

4億7,600万円
医療共済

6億1,520万円
こども共済

3億3,010万円
介護共済

701億2,191万円
建物更生共済

550万円
定期生命共済

総　額
7億9,548万円

1億1,472万円
肥料・飼料

6,965万円
農　薬

1億1,787万円
自動車

1億323万円
農業機械

1億1,232万円
その他生産資材

4,175万円
精　米

1,351万円
食　品

4,022万円
耐久消費財

1億8,223万円
その他生活物資

生生

産

資材

活

物

資

ほ
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減
収
減
益
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
説
明
願
い
た
い

　
　
　
計
画
の
収
益
減
に
つ
い
て
今
ま
で

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
貯
金
量
を
増
大

し
て
い
た
経
緯
に
あ
る
が
、
今
後
段
階
的

に
縮
小
さ
れ
、
金
利
付
与
が
か
な
り
制
約

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
貯
金
量
増
量
の
計

画
を
想
定
し
に
く
い
実
情
に
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
経
営
環
境
が
変
わ
る
中
で
の
計
画

で
あ
る
。
今
後
、
信
用
事
業
の
財
源
を
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
営
農
事
業
へ
回
す
こ
と

は
難
し
い
が
、
Ｊ
Ａ
の
機
能
発
揮
は
営
農

経
済
事
業
が
し
っ
か
り
展
開
で
き
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に

も
、
厳
し
い
情
勢
下
で
あ
る
が
、
組
合
員

と
の
関
係
性
を
深
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た

信
頼
さ
れ
る
運
営
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

諸
策
と
し
て
安
心
・
安
全
な
農
と
食
の

展
開
な
ど
農
産
物
を
通
し
た
地
域
貢
献

に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
地
区
別
総
代
懇
談
会
の
出
席
者
数

　
　
　
が
か
な
り
少
な
い
が
、
ど
う
受
け

止
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
本
来
、
組
合
員
は
協
同
組
合
活
動

　
　
　
の
参
画
者
で
あ
り
、
そ
の
意
識
か

ら
組
合
の
運
営
な
ど
関
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
総
代
は
議
決
権
が
与

え
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
組
合
を
支
え
る
当
事
者
と

い
う
よ
り
、
組
合
事
業
の
一
利
用
者
と
し

て
の
意
識
が
強
い
の
が
現
況
で
あ
る
と
思

う
。

　
近
況
と
し
て
、
農
協
改
革
で
問
わ
れ
て

い
る
農
業
所
得
の
増
大
と
い
う
課
題
も
あ

り
、
そ
れ
こ
そ
農
家
組
合
員
の
生
産
者
と

し
て
の
意
見
も
汲
み
取
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
思
索
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
若

手
担
い
手
は
今
後
の
農
業
後
継
者
で
あ

り
、
協
同
組
合
運
動
を
支
え
て
い
く
重
要

な
人
材
で
あ
る
。
幸
い
に
も
管
内
に
は
若

手
担
い
手
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
今
後
か
ら

意
見
収
集
す
る
場
を
設
け
た
い
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
区
別
総
代
懇
談
会

以
外
に
も
組
合
と
意
見
交
換
で
き
る
機
会

を
増
や
し
、
特
に
農
家
組
合
員
と
の
距
離

感
を
縮
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
９
年
度
通
常
総
代
会
に
先
立
ち
、
６
月
18
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
地

区
別
総
代
懇
談
会
を
開
催
し
、
３
日
間
で
延
べ
72
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
主
な
意
見
・
質
問
及
び
回
答
は
以
下
の
通
り
で
す
。

地
区
別
総
代
懇
談
会 

Ｑ
＆
Ａ

　
　
　
生
産
緑
地
制
度
の
２
０
２
２
年
問

　
　
　
題
に
つ
い
て
伺
う
。
京
都
市
内
１

８
１
万
坪
の
う
ち
、
納
税
猶
予
を
受
け
て

い
る
の
は
６
割
で
あ
り
、
残
り
の
４
割
の

う
ち
の
５
％
で
も
売
り
に
出
た
場
合
、
そ

の
対
象
は
９
万
坪
も
あ
る
。
こ
う
し
た
大

量
の
土
地
売
り
出
し
に
よ
る
価
格
下
落
が

あ
っ
た
場
合
、
組
合
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
取
り
扱
い
対
象
の
殆
ど
は
農
地
で

　
　
　
あ
り
、
そ
れ
を
積
極
的
に
売
買
し

て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
は
な
い
。
資
産
活

用
の
一
環
で
手
助
け
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
る
。
業
者
で
あ
れ
ば
営
利
が
伴
い
組
合

員
の
利
益
が
損
ね
ら
れ
る
場
合
も
考
え
ら

れ
る
。
Ｊ
Ａ
が
こ
の
よ
う
な
対
応
が
で
き

る
こ
と
は
組
合
員
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
な
が
ら
、
ま
た
複
雑
な
案
件
も

Ｊ
Ａ
な
ら
ば
顧
問
弁
護
士
や
税
理
士
な
ど

を
交
え
対
応
で
き
る
。
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は

今
回
宅
建
免
許
を
取
得
し
て
事
業
展
開
し

て
い
く
こ
と
は
、
確
か
に
手
数
料
収
入
を

得
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
大
き
な
責
任

を
抱
え
る
こ
と
に
も
な
る
。
組
合
員
の
資

産
管
理
を
担
う
役
割
を
十
分
認
識
し
、
そ

の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
会
計
監
査
人
の
選
任
に
つ
い
て
。

　
　
　
み
の
り
監
査
法
人
は
設
立
が
浅

く
、
実
績
も
わ
か
ら
な
い
。
み
の
り
監
査

法
人
を
選
任
さ
れ
た
理
由
は
。

　
　
　
中
央
会
や
他
の
Ｊ
Ａ
と
研
究
会
で

　
　
　
説
明
を
受
け
、
１
年
ほ
ど
か
け
て

検
討
し
て
き
た
。
当
初
、
個
人
事
務
所
、

大
規
模
監
査
法
人
、
中
小
監
査
法
人
と
Ｊ

Ａ
専
門
に
設
立
さ
れ
た
み
の
り
監
査
法
人

の
４
つ
を
検
討
し
て
き
た
。
個
人
、
中
小

に
つ
い
て
は
安
定
的
な
監
査
が
期
待
で
き

る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
り
、
ふ
さ
わ
し
い

法
人
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
４
大
監
査
法
人
と
み
の
り
監

査
法
人
で
検
討
を
行
い
、
４
大
監
査
法
人

に
監
査
を
受
任
で
き
る
か
問
い
合
わ
せ
を

し
た
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ａ
業
務
へ
の
認
識
が
無

く
、
当
組
織
へ
の
監
査
実
績
が
無
い
こ
と

か
ら
対
応
で
き
な
い
と
の
回
答
、
も
し
く

は
、
今
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
み
の
り
監
査
法
人
は
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
監
査
経
験
者
が
多
く
在
籍
し
、

大
規
模
監
査
法
人
か
ら
の
出
向
者
も
在
籍

し
、
専
門
性
が
発
揮
で
き
る
監
査
法
人
と

判
断
し
た
こ
と
で
み
の
り
監
査
法
人
を
選

任
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
監
査
費
用

も
考
慮
し
た
う
え
で
の
判
断
で
あ
っ
た
。

Ｊ
Ａ
の
監
査
に
対
し
実
績
は
な
い
が
、
こ

れ
か
ら
の
課
題
と
認
識
し
、
ま
ず
１
年
間

注
視
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

出資配当は年0.8％の割合です。
事業の利用分量に対する配当の基準は次の通りです。
購買品供給高のうち、肥料・農薬・農業機械・施設資材に対し、8.8％の割合です。
定期貯金平均残高100万円以上に対し、0.03％の割合です。
自己改革推進積立金は「農業者の所得向上」「農業生産の拡大の実現」「地域の活性化」の実現を目的とする自己改革を実践するために必要な資金として、50百万円を目標に積
み立てます。なお、自己改革の実践に要する資金に限定し取り崩すこととします。
次期繰越剰余金には、営農指導、教育、生活文化改善の事業の費用に充てるための繰越額23,500千円が含まれています。

（注）１．
２．

３．

4．

　  電 算 対 策 特 別 積 立 金
　  施 設 整 備 充 実 積 立 金
　  協 同 組 合 運 動 推 進 資 金 積 立 金
　  経 営 安 定 化 積 立 金
　   自 己 改 革 推 進 積 立 金

　  購 買 事 業 分 量 配 当 金
　  定 期 事 業 分 量 配 当 金

財務の状況

資産の部
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

負債及び純資産の部
貸借対照表 （2019年3月31日現在） （単位 ： 千円）

剰余金処分 （単位 ： 円）

信 用 事 業 資 産
　  
　  
　  
　  
　  
　  
共 済 事 業 資 産
経 済 事 業 資 産
雑 資 産
固 定 資 産
　

外 部 出 資
繰 延 税 金 資 産

現 金
預 金
有 価 証 券
貸 出 金
そ の 他 の 信 用 事 業 資 産
貸 倒 引 当 金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

建 物
機 械 装 置
土 地
そ の 他 の 有 形 固 定 資 産
減 価 償 却 累 計 額

265,318,281
997,723

196,676,408
7,767,480

59,704,291
179,779

△ 7,400
23,598
92,614

397,444
3,268,096
3,265,127
2,028,435

36,164
2,341,309

301,328
△ 1,442,110

2,970
5,576,758

45,168
274,721,960

255,183,321
245,024,216

8,700,000
1,459,104

896,729
38,027

361,300
982,503
472,515

257,934,395
15,273,769
4,491,689

10,848,099
3,910,000
6,938,099
5,972,680

965,419
430,286

△ 66,018
1,513,795
16,787,565
274,721,960

1.
   （1）
   （2）
   （3）
   （4）
   （5）
   （6）
２.
３.
４.
５.
   （1）

   （2）
６.
７. 

信 用 事 業 負 債

　  
　  
共 済 事 業 負 債
経 済 事 業 負 債
雑 負 債
諸 引 当 金
再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債

組 合 員 資 本

評 価 ・ 換 算 差 額 等

事 業 総 利 益
信 用 事 業 収 益
信 用 事 業 費 用
信 用 事 業 総 利 益
共 済 事 業 収 益
共 済 事 業 費 用
共 済 事 業 総 利 益
購 買 事 業 収 益
購 買 事 業 費 用
購 買 事 業 総 利 益
販 売 事 業 収 益
販 売 事 業 費 用
販 売 事 業 総 利 益
利 用 事 業 収 益
利 用 事 業 費 用
利 用 事 業 総 利 益
宅 地 等 供 給 事 業 収 益
宅 地 等 供 給 事 業 費 用
宅 地 等 供 給 事 業 総 利 益

指 導 事 業 収 入
指 導 事 業 支 出
指 導 事 業 収 支 差 額
事 業 管 理 費
事 業 利 益
事 業 外 収 益
事 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 当 期 利 益
法 人 税・住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 剰 余 金
当 期 首 繰 越 剰 余 金
電 算 対 策 特 別 積 立 金 取 崩 額
施 設 整 備 充 実 積 立 金 取 崩 額
協 同 組 合 運 動 推 進 資 金 積 立 金 取 崩 額
周 年 記 念 事 業 積 立 金 取 崩 額
再 評 価 差 額 金 取 崩 額
当 期 未 処 分 剰 余 金

貯 金
借 　 入 　 金
そ の 他 の 信 用 事 業 負 債

出 　 資 　 金
利 益 剰 余 金

処 分 未 済 持 分

利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金

特 別 積 立 金 等
当 期 未 処 分 剰 余 金

（ う ち 当 期 剰 余 金 ）

１.
   （1）
   （2）
   （3）
２.
３.
４.
５.
６.

１.
   （1）
   （2）

   （3）
２. 

１.

２.

３.
４.

５.
６.

2,764,918
1,921,938

142,813
1,779,125

870,389
31,433

838,957
803,495
719,010
84,485
1,074

226
849

4,490
76

4,414
75,423
3,413

72,010

3,831
18,752

△ 14,921
2,258,302

506,616
118,517

0
625,132

930
47,448

578,615
153,909
△ 5,580
148,328
430,286
357,235
74,000
33,600
17,000
30,000
23,298
965,419

（ 　　　）

損益計算書 （2018年４月１日から2019年３月３１日まで） （単位 ： 千円）

科　　目 金　　額
当期未処分剰余金
剰 余 金 処 分 額

次 期 繰 越 剰 余 金

　  利 益 準 備 金
　  任 意 積 立 金
　   
　   
　   

　  出 資 配 当 金
　  事 業 分 量 配 当 金

１．
２．

３．

965,419,006
599,746,293
90,000,000

410,000,000
100,000,000
150,000,000
50,000,000
60,000,000
50,000,000
34,468,444
65,277,849
30,534,240
34,743,609
365,672,713

（1）
（2）

（3）
（4）

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計
純 資 産 の 部 合 計

負 債 の 部 合 計

資 産 の 部 合 計

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しており、そのため表中の合計が一致しないことがあります。

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しており、そのため表中の合計が一致しないことがあります。

A

A AQ Q
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Q
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減
収
減
益
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
説
明
願
い
た
い

　
　
　
計
画
の
収
益
減
に
つ
い
て
今
ま
で

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
貯
金
量
を
増
大

し
て
い
た
経
緯
に
あ
る
が
、
今
後
段
階
的

に
縮
小
さ
れ
、
金
利
付
与
が
か
な
り
制
約

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
貯
金
量
増
量
の
計

画
を
想
定
し
に
く
い
実
情
に
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
経
営
環
境
が
変
わ
る
中
で
の
計
画

で
あ
る
。
今
後
、
信
用
事
業
の
財
源
を
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
営
農
事
業
へ
回
す
こ
と

は
難
し
い
が
、
Ｊ
Ａ
の
機
能
発
揮
は
営
農

経
済
事
業
が
し
っ
か
り
展
開
で
き
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に

も
、
厳
し
い
情
勢
下
で
あ
る
が
、
組
合
員

と
の
関
係
性
を
深
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た

信
頼
さ
れ
る
運
営
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

諸
策
と
し
て
安
心
・
安
全
な
農
と
食
の

展
開
な
ど
農
産
物
を
通
し
た
地
域
貢
献

に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
地
区
別
総
代
懇
談
会
の
出
席
者
数

　
　
　
が
か
な
り
少
な
い
が
、
ど
う
受
け

止
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
本
来
、
組
合
員
は
協
同
組
合
活
動

　
　
　
の
参
画
者
で
あ
り
、
そ
の
意
識
か

ら
組
合
の
運
営
な
ど
関
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
総
代
は
議
決
権
が
与

え
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
組
合
を
支
え
る
当
事
者
と

い
う
よ
り
、
組
合
事
業
の
一
利
用
者
と
し

て
の
意
識
が
強
い
の
が
現
況
で
あ
る
と
思

う
。

　
近
況
と
し
て
、
農
協
改
革
で
問
わ
れ
て

い
る
農
業
所
得
の
増
大
と
い
う
課
題
も
あ

り
、
そ
れ
こ
そ
農
家
組
合
員
の
生
産
者
と

し
て
の
意
見
も
汲
み
取
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
思
索
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
若

手
担
い
手
は
今
後
の
農
業
後
継
者
で
あ

り
、
協
同
組
合
運
動
を
支
え
て
い
く
重
要

な
人
材
で
あ
る
。
幸
い
に
も
管
内
に
は
若

手
担
い
手
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
今
後
か
ら

意
見
収
集
す
る
場
を
設
け
た
い
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
区
別
総
代
懇
談
会

以
外
に
も
組
合
と
意
見
交
換
で
き
る
機
会

を
増
や
し
、
特
に
農
家
組
合
員
と
の
距
離

感
を
縮
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
９
年
度
通
常
総
代
会
に
先
立
ち
、
６
月
18
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
地

区
別
総
代
懇
談
会
を
開
催
し
、
３
日
間
で
延
べ
72
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
主
な
意
見
・
質
問
及
び
回
答
は
以
下
の
通
り
で
す
。

地
区
別
総
代
懇
談
会 

Ｑ
＆
Ａ

　
　
　
生
産
緑
地
制
度
の
２
０
２
２
年
問

　
　
　
題
に
つ
い
て
伺
う
。
京
都
市
内
１

８
１
万
坪
の
う
ち
、
納
税
猶
予
を
受
け
て

い
る
の
は
６
割
で
あ
り
、
残
り
の
４
割
の

う
ち
の
５
％
で
も
売
り
に
出
た
場
合
、
そ

の
対
象
は
９
万
坪
も
あ
る
。
こ
う
し
た
大

量
の
土
地
売
り
出
し
に
よ
る
価
格
下
落
が

あ
っ
た
場
合
、
組
合
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
取
り
扱
い
対
象
の
殆
ど
は
農
地
で

　
　
　
あ
り
、
そ
れ
を
積
極
的
に
売
買
し

て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
は
な
い
。
資
産
活

用
の
一
環
で
手
助
け
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
る
。
業
者
で
あ
れ
ば
営
利
が
伴
い
組
合

員
の
利
益
が
損
ね
ら
れ
る
場
合
も
考
え
ら

れ
る
。
Ｊ
Ａ
が
こ
の
よ
う
な
対
応
が
で
き

る
こ
と
は
組
合
員
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
な
が
ら
、
ま
た
複
雑
な
案
件
も

Ｊ
Ａ
な
ら
ば
顧
問
弁
護
士
や
税
理
士
な
ど

を
交
え
対
応
で
き
る
。
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は

今
回
宅
建
免
許
を
取
得
し
て
事
業
展
開
し

て
い
く
こ
と
は
、
確
か
に
手
数
料
収
入
を

得
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
大
き
な
責
任

を
抱
え
る
こ
と
に
も
な
る
。
組
合
員
の
資

産
管
理
を
担
う
役
割
を
十
分
認
識
し
、
そ

の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
会
計
監
査
人
の
選
任
に
つ
い
て
。

　
　
　
み
の
り
監
査
法
人
は
設
立
が
浅

く
、
実
績
も
わ
か
ら
な
い
。
み
の
り
監
査

法
人
を
選
任
さ
れ
た
理
由
は
。

　
　
　
中
央
会
や
他
の
Ｊ
Ａ
と
研
究
会
で

　
　
　
説
明
を
受
け
、
１
年
ほ
ど
か
け
て

検
討
し
て
き
た
。
当
初
、
個
人
事
務
所
、

大
規
模
監
査
法
人
、
中
小
監
査
法
人
と
Ｊ

Ａ
専
門
に
設
立
さ
れ
た
み
の
り
監
査
法
人

の
４
つ
を
検
討
し
て
き
た
。
個
人
、
中
小

に
つ
い
て
は
安
定
的
な
監
査
が
期
待
で
き

る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
り
、
ふ
さ
わ
し
い

法
人
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
４
大
監
査
法
人
と
み
の
り
監

査
法
人
で
検
討
を
行
い
、
４
大
監
査
法
人

に
監
査
を
受
任
で
き
る
か
問
い
合
わ
せ
を

し
た
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ａ
業
務
へ
の
認
識
が
無

く
、
当
組
織
へ
の
監
査
実
績
が
無
い
こ
と

か
ら
対
応
で
き
な
い
と
の
回
答
、
も
し
く

は
、
今
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
み
の
り
監
査
法
人
は
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
監
査
経
験
者
が
多
く
在
籍
し
、

大
規
模
監
査
法
人
か
ら
の
出
向
者
も
在
籍

し
、
専
門
性
が
発
揮
で
き
る
監
査
法
人
と

判
断
し
た
こ
と
で
み
の
り
監
査
法
人
を
選

任
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
監
査
費
用

も
考
慮
し
た
う
え
で
の
判
断
で
あ
っ
た
。

Ｊ
Ａ
の
監
査
に
対
し
実
績
は
な
い
が
、
こ

れ
か
ら
の
課
題
と
認
識
し
、
ま
ず
１
年
間

注
視
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

出資配当は年0.8％の割合です。
事業の利用分量に対する配当の基準は次の通りです。
購買品供給高のうち、肥料・農薬・農業機械・施設資材に対し、8.8％の割合です。
定期貯金平均残高100万円以上に対し、0.03％の割合です。
自己改革推進積立金は「農業者の所得向上」「農業生産の拡大の実現」「地域の活性化」の実現を目的とする自己改革を実践するために必要な資金として、50百万円を目標に積
み立てます。なお、自己改革の実践に要する資金に限定し取り崩すこととします。
次期繰越剰余金には、営農指導、教育、生活文化改善の事業の費用に充てるための繰越額23,500千円が含まれています。

（注）１．
２．

３．

4．

　  電 算 対 策 特 別 積 立 金
　  施 設 整 備 充 実 積 立 金
　  協 同 組 合 運 動 推 進 資 金 積 立 金
　  経 営 安 定 化 積 立 金
　   自 己 改 革 推 進 積 立 金

　  購 買 事 業 分 量 配 当 金
　  定 期 事 業 分 量 配 当 金

財務の状況

資産の部
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

負債及び純資産の部
貸借対照表 （2019年3月31日現在） （単位 ： 千円）

剰余金処分 （単位 ： 円）

信 用 事 業 資 産
　  
　  
　  
　  
　  
　  
共 済 事 業 資 産
経 済 事 業 資 産
雑 資 産
固 定 資 産
　

外 部 出 資
繰 延 税 金 資 産

現 金
預 金
有 価 証 券
貸 出 金
そ の 他 の 信 用 事 業 資 産
貸 倒 引 当 金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

建 物
機 械 装 置
土 地
そ の 他 の 有 形 固 定 資 産
減 価 償 却 累 計 額

265,318,281
997,723

196,676,408
7,767,480

59,704,291
179,779

△ 7,400
23,598
92,614

397,444
3,268,096
3,265,127
2,028,435

36,164
2,341,309

301,328
△ 1,442,110

2,970
5,576,758

45,168
274,721,960

255,183,321
245,024,216

8,700,000
1,459,104

896,729
38,027

361,300
982,503
472,515

257,934,395
15,273,769
4,491,689

10,848,099
3,910,000
6,938,099
5,972,680

965,419
430,286

△ 66,018
1,513,795
16,787,565
274,721,960

1.
   （1）
   （2）
   （3）
   （4）
   （5）
   （6）
２.
３.
４.
５.
   （1）

   （2）
６.
７. 

信 用 事 業 負 債

　  
　  
共 済 事 業 負 債
経 済 事 業 負 債
雑 負 債
諸 引 当 金
再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債

組 合 員 資 本

評 価 ・ 換 算 差 額 等

事 業 総 利 益
信 用 事 業 収 益
信 用 事 業 費 用
信 用 事 業 総 利 益
共 済 事 業 収 益
共 済 事 業 費 用
共 済 事 業 総 利 益
購 買 事 業 収 益
購 買 事 業 費 用
購 買 事 業 総 利 益
販 売 事 業 収 益
販 売 事 業 費 用
販 売 事 業 総 利 益
利 用 事 業 収 益
利 用 事 業 費 用
利 用 事 業 総 利 益
宅 地 等 供 給 事 業 収 益
宅 地 等 供 給 事 業 費 用
宅 地 等 供 給 事 業 総 利 益

指 導 事 業 収 入
指 導 事 業 支 出
指 導 事 業 収 支 差 額
事 業 管 理 費
事 業 利 益
事 業 外 収 益
事 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 当 期 利 益
法 人 税・住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 剰 余 金
当 期 首 繰 越 剰 余 金
電 算 対 策 特 別 積 立 金 取 崩 額
施 設 整 備 充 実 積 立 金 取 崩 額
協 同 組 合 運 動 推 進 資 金 積 立 金 取 崩 額
周 年 記 念 事 業 積 立 金 取 崩 額
再 評 価 差 額 金 取 崩 額
当 期 未 処 分 剰 余 金

貯 金
借 　 入 　 金
そ の 他 の 信 用 事 業 負 債

出 　 資 　 金
利 益 剰 余 金

処 分 未 済 持 分

利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金

特 別 積 立 金 等
当 期 未 処 分 剰 余 金

（ う ち 当 期 剰 余 金 ）

１.
   （1）
   （2）
   （3）
２.
３.
４.
５.
６.

１.
   （1）
   （2）

   （3）
２. 

１.

２.

３.
４.

５.
６.

2,764,918
1,921,938

142,813
1,779,125

870,389
31,433

838,957
803,495
719,010
84,485
1,074

226
849

4,490
76

4,414
75,423
3,413

72,010

3,831
18,752

△ 14,921
2,258,302

506,616
118,517

0
625,132

930
47,448

578,615
153,909
△ 5,580
148,328
430,286
357,235
74,000
33,600
17,000
30,000
23,298
965,419

（ 　　　）

損益計算書 （2018年４月１日から2019年３月３１日まで） （単位 ： 千円）

科　　目 金　　額
当期未処分剰余金
剰 余 金 処 分 額

次 期 繰 越 剰 余 金

　  利 益 準 備 金
　  任 意 積 立 金
　   
　   
　   

　  出 資 配 当 金
　  事 業 分 量 配 当 金

１．
２．

３．

965,419,006
599,746,293
90,000,000

410,000,000
100,000,000
150,000,000
50,000,000
60,000,000
50,000,000
34,468,444
65,277,849
30,534,240
34,743,609
365,672,713

（1）
（2）

（3）
（4）

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計
純 資 産 の 部 合 計

負 債 の 部 合 計

資 産 の 部 合 計

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しており、そのため表中の合計が一致しないことがあります。

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しており、そのため表中の合計が一致しないことがあります。
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Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
定
者

　
　
　
を
今
後
増
や
し
て
い
く
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
中
央
市
場
や
じ
ね
ん
と
市
場
に
Ｊ

　
　
　
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
る
。
す
ぐ
に
定
着
す
る
も
の
で
は
な
い

の
で
徐
々
に
浸
透
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
認

定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出

荷
や
販
売
を
さ
れ
て
い
る
。
大
丸
マ
ル
シ
ェ

に
お
い
て
も
認
証
シ
ー
ル
に
関
心
を
持
た

れ
、
そ
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
て
購
入
さ
れ
て

い
る
。
浸
透
に
は
時
間
が
か
か
る
が
手
を
緩

め
ず
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

広
報
活
動
の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
軒
先
販
売
を
し
て
い
る
が
、
品
質

　
　
　
の
良
い
も
の
・
食
の
安
全
・
減
農

薬
・
生
産
工
程
に
配
意
し
た
Ｊ
Ａ
京
都
市

版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
を
消
費
者
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
店

で
買
っ
た
ら
安
心
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
直
売
所
マ
ッ
プ

　
　
　
が
あ
る
。
そ
こ
に
、
Ｊ
Ａ
京
都
市

版
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
と
こ
ろ
は
、
区
別
し
て

表
示
で
き
る
よ
う
に
す
る
。（
６
／
21

H
P
修
正
済
）
来
年
２
月
14
日
に
東
京
銀

座
三
越
で
当
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
お
よ

び
販
売
を
す
る
。
Ｊ
Ａ
が
独
自
の
Ｇ
Ａ
Ｐ

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
全
国
を
見
て
も
今

の
と
こ
ろ
当
Ｊ
Ａ
し
か
な
い
。
そ
う
い

う
こ
と
を
含
め
て
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

　
　
　
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
申
請
さ
れ
て

　
　
　
い
る
20
代
か
ら
30
代
く
ら
い
の
若

い
方
は
何
人
く
ら
い
い
る
の
か
加
入
率
を

教
え
て
ほ
し
い
。
最
初
に
若
い
人
に
向
け

て
会
議
を
し
て
い
な
い
の
か
疑
問
。
今

後
、
若
者
の
加
入
を
ど
う
や
っ
て
増
や
し

て
い
く
か
、
今
後
の
安
全
・
安
心
な
農
業

振
興
を
展
開
す
る
上
で
、
当
Ｊ
Ａ
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
現
在
35
〜
45
才
の
方
は
約
15
％
い

　
　
　
ら
っ
し
ゃ
る
。

　
支
部
に
よ
っ
て
は
説
明
会
を
も
う
一
度

開
い
て
ほ
し
い
と
要
望
を
出
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
改
め
て
支
部
ご
と
に
加

入
推
奨
に
取
り
組
み
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
当
Ｊ
Ａ
か
ら
発
信
す
る
一
方

で
、
特
に
若
手
の
農
家
が
ど
う
い
う
意

見
・
要
望
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を
聞
く
場

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
青
壮

年
部
と
は
別
に
、
青
年
農
業
者
（
40
才
以

下
の
方
）
に
ご
意
見
を
直
接
伺
い
、
営
農

に
対
す
る
意
欲
や
具
体
的
な
農
業
支
援
に

つ
い
て
、
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。
管

内
の
農
業
を
元
気
づ
け
る
た
め
に
も
担
い

手
の
方
と
意
見
交
換
を
重
ね
、
今
後
と
も

営
農
経
済
事
業
に
し
っ
か
り
と
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
自
己
改
革
推
進
積
立
金
規
程
50
百

　
　
　
万
円
の
う
ち
、
ど
う
い
う
計
画
で
ど

の
よ
う
に
使
い
還
元
し
て
い
く
か
。
ま
た
、

野
菜
の
買
取
計
画
70
万
円
に
対
し
収
益
35
千

円
は
農
家
に
と
っ
て
大
変
良
い
こ
と
だ
と
思

う
が
、
ど
う
い
う
計
画
で
農
家
・
組
合
が
発

展
し
て
い
く
か
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
50
百
万
円
を
単
年
度
で
使
い
切
る

　
　
　
訳
で
は
な
い
。
具
体
的
な
使
い
道

は
未
定
で
あ
り
、
状
況
に
応
じ
て
変
わ
っ

て
い
く
。
有
意
義
な
活
用
方
法
を
見
い
だ

し
て
い
き
た
い
。

　
環
境
が
整
わ
な
い
と
買
取
販
売
の
拡
大

は
難
し
い
。
組
合
員
の
意
識
改
革
も
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
将
来
的
な
目
標
と
し

て
主
要
な
事
業
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
で
理
解
を
願
い
た
い
。

　
　
　
農
繁
期
は
休
日
で
も
作
業
を
す
る

　
　
　
が
、
Ｊ
Ａ
は
休
業
日
で
あ
る
。
休
日

営
業
を
行
う
な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
毎
年
、
当
番
制
の
シ
フ
ト
で
農
繁

　
　
　
期
営
業
を
し
て
い
る
。
期
間
や
時

間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
誌
で
も
告

知
し
て
い
る
。
今
後
、
周
知
で
き
る
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
中
堅
職
員
の
離
職
が
多
い
が
、
ど
う

　
　
　
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　
当
Ｊ
Ａ
だ
け
で
は
な
く
、
離
職
率

　
　
　
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
働
く
上

で
大
切
な
報
酬
も
決
し
て
低
く
抑
え
て
い
な

い
。
賞
与
も
年
３
回
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
食

い
止
め
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
今
の

若
い
人
は
報
酬
に
左
右
さ
れ
辞
め
て
い
く

が
、
特
別
に
支
給
す
る
わ
け
に
も
い
か
な

い
。
そ
れ
以
外
の
理
由
と
し
て
人
間
関
係
等

の
場
合
、
配
置
換
え
等
提
示
し
て
い
る
が
退

職
を
踏
み
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。
今

後
、
給
与
体
系
等
を
見
直
す
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　
出
資
金
運
動
を
強
化
し
て
経
営
基

　
　
　
盤
と
、
組
織
の
強
化
を
お
願
い
し

た
い
。

　
　
　
当
Ｊ
Ａ
の
出
資
額
の
上
限
は
１
５

　
　
　
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
出
資
金

が
増
え
る
と
事
業
展
開
と
し
て
大
き
い

ウ
ェ
イ
ト
を
し
め
る
剰
余
金
処
分
案
を
分

配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
維
持

す
る
の
は
事
業
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る

の
で
、
事
業
拡
大
を
優
先
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
６
月
21
日
よ
り
上
賀
茂
支
部
の
生

産
者
で
組
織
さ
れ
る
「
上
賀
茂
特
産

野
菜
研
究
会
」
は
京
都
の
老
舗
漬
物

屋
「
株
式
会
社
川
勝
總
本
家
」
へ
加

工
用
の
「
京
賀
茂
な
す
」
の
出
荷
を

７
月
下
旬
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
賀
茂
な
す
は
上
賀
茂
が
誇
る
伝
統

京
野
菜
で
す
が
、
大
き
さ
や
形
が
流

通
に
適
さ
な
い
も
の
は
規
格
外
品
と

し
て
全
体
の
１
割
か
ら
２
割
が
処
分

さ
れ
、
生
産
者
た
ち
の
大
き
な
悩
み

の
種
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

伝
統
野
菜
の
販
路
拡
大
を
図
る

▲販路拡大を目指してがっちりと握手
　（八隅会長㊧と川勝専務㊨）

▲当ＪＡとＪＡ全農京都も同行し
　規格外品の賀茂なすを確認

賀
茂
な
す
生

産
者
の
販
路

増
大
と
所
得

向
上
を
目
指

し
て
当
Ｊ
Ａ

と
Ｊ
Ａ
全
農

京
都
の
後
押
し
の
も
と
販
路
拡
大
が

実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
川
勝
總
本
家
の
川
勝
隆
義

専
務
が
出
荷
場
に
直
接
出
向
い
て
賀

茂
な
す
の
形
や
大
き
さ
な
ど
を
手
に

取
っ
て
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
会
八
隅
真
人
会
長
は
「
こ
れ
ま

で
処
分
し
て
い
た
賀
茂
な
す
が
こ
の

よ
う
な
か
た
ち
で
市
場
に
送
り
出
せ

る
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
こ

の
地
域
で
作
る
賀
茂
な
す
は
自
信
を

も
っ
て
世
に
送
り
出
せ
る
逸
品
な
の

で
、
よ
り
多
く
の
人
に
食
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

賀
茂
な
す
は
漬
物
と
し
て
商
品
化
す

る
方
向
で
進
め
ら
れ
、
９
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
販
売
さ
れ
る
見
通
し
で

す
。

　
６
月
11
日
、
渡
邉
幸
浩
青
壮
年
部

長
は
京
都
先
端
科
学
大
学
バ
イ
オ
環

境
学
部
の
学
生
に
向
け
て
特
別
講
義

を
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
私
の
農
業
経

営
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
テ
ー
マ
の

も
と
学
生
に
対
し
、
渡
邉
青
壮
年
部

長
自
身
が
時
代
に
即
し
た
独
自
の
工

夫
に
よ
っ
て
編
み
出
し
た
「
振
り
売

り
」
に
つ
い
て
や
農
業
に
か
け
る
思

い
を
熱
弁
さ
れ
ま
し
た
。
都
市
型
農

業
の
最
前
線
で
京
野
菜
の
栽
培
に
取

り
組
む
渡
邉
青
壮
年
部
長
の
思
い
を

熱
心
に
メ
モ
に
残
す
学
生
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
当
Ｊ
Ａ
が
昨
年

９
月
に
同
大
学
（
当
時
は
京
都
学
園

大
学
）
と
地
域
農
業
振
興
に
向
け
た

連
携
協
定
の
一
環
事
業
。
学
生
た
ち

へ
生
産
者
と
つ
な
が
る
場
を
提
供
し

て
次
世
代
の
育
成
と
農
業
の
発
展
を

進
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
今
後
連
携
協
定
は
双
方
の
友
好
な

関
係
の
も
と
進
め
ら
れ
、
当
Ｊ
Ａ
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
生
を
管
内

生
産
者
の
も
と
へ
受
け
入
れ
て
農
業

経
営
な
ど
の
学
ぶ
場
を
提
供
し
ま

す
。
同
大
学
か
ら
は
当
Ｊ
Ａ
に
な
い

最
先
端
の
栽
培
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
と

い
っ
た
学
術
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
、
品
種
改
良
や
新
た
な
栽
培
技
術

の
開
発
に
着
手
し
、
生
産
者
の
所
得

増
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

京
野
菜
栽
培
の
思
い
を
学
生
に

自己改革レポート

▲実際の振り売り販売の様子

▲学生へ野菜栽培にかける熱い思いを伝授

上賀茂
AA QQ

A QQ
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Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
定
者

　
　
　
を
今
後
増
や
し
て
い
く
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
中
央
市
場
や
じ
ね
ん
と
市
場
に
Ｊ

　
　
　
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
る
。
す
ぐ
に
定
着
す
る
も
の
で
は
な
い

の
で
徐
々
に
浸
透
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
認

定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出

荷
や
販
売
を
さ
れ
て
い
る
。
大
丸
マ
ル
シ
ェ

に
お
い
て
も
認
証
シ
ー
ル
に
関
心
を
持
た

れ
、
そ
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
て
購
入
さ
れ
て

い
る
。
浸
透
に
は
時
間
が
か
か
る
が
手
を
緩

め
ず
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

広
報
活
動
の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
軒
先
販
売
を
し
て
い
る
が
、
品
質

　
　
　
の
良
い
も
の
・
食
の
安
全
・
減
農

薬
・
生
産
工
程
に
配
意
し
た
Ｊ
Ａ
京
都
市

版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
を
消
費
者
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
店

で
買
っ
た
ら
安
心
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
直
売
所
マ
ッ
プ

　
　
　
が
あ
る
。
そ
こ
に
、
Ｊ
Ａ
京
都
市

版
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
と
こ
ろ
は
、
区
別
し
て

表
示
で
き
る
よ
う
に
す
る
。（
６
／
21

H
P
修
正
済
）
来
年
２
月
14
日
に
東
京
銀

座
三
越
で
当
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
お
よ

び
販
売
を
す
る
。
Ｊ
Ａ
が
独
自
の
Ｇ
Ａ
Ｐ

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
全
国
を
見
て
も
今

の
と
こ
ろ
当
Ｊ
Ａ
し
か
な
い
。
そ
う
い

う
こ
と
を
含
め
て
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

　
　
　
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
申
請
さ
れ
て

　
　
　
い
る
20
代
か
ら
30
代
く
ら
い
の
若

い
方
は
何
人
く
ら
い
い
る
の
か
加
入
率
を

教
え
て
ほ
し
い
。
最
初
に
若
い
人
に
向
け

て
会
議
を
し
て
い
な
い
の
か
疑
問
。
今

後
、
若
者
の
加
入
を
ど
う
や
っ
て
増
や
し

て
い
く
か
、
今
後
の
安
全
・
安
心
な
農
業

振
興
を
展
開
す
る
上
で
、
当
Ｊ
Ａ
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
現
在
35
〜
45
才
の
方
は
約
15
％
い

　
　
　
ら
っ
し
ゃ
る
。

　
支
部
に
よ
っ
て
は
説
明
会
を
も
う
一
度

開
い
て
ほ
し
い
と
要
望
を
出
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
改
め
て
支
部
ご
と
に
加

入
推
奨
に
取
り
組
み
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
当
Ｊ
Ａ
か
ら
発
信
す
る
一
方

で
、
特
に
若
手
の
農
家
が
ど
う
い
う
意

見
・
要
望
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を
聞
く
場

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
青
壮

年
部
と
は
別
に
、
青
年
農
業
者
（
40
才
以

下
の
方
）
に
ご
意
見
を
直
接
伺
い
、
営
農

に
対
す
る
意
欲
や
具
体
的
な
農
業
支
援
に

つ
い
て
、
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。
管

内
の
農
業
を
元
気
づ
け
る
た
め
に
も
担
い

手
の
方
と
意
見
交
換
を
重
ね
、
今
後
と
も

営
農
経
済
事
業
に
し
っ
か
り
と
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
自
己
改
革
推
進
積
立
金
規
程
50
百

　
　
　
万
円
の
う
ち
、
ど
う
い
う
計
画
で
ど

の
よ
う
に
使
い
還
元
し
て
い
く
か
。
ま
た
、

野
菜
の
買
取
計
画
70
万
円
に
対
し
収
益
35
千

円
は
農
家
に
と
っ
て
大
変
良
い
こ
と
だ
と
思

う
が
、
ど
う
い
う
計
画
で
農
家
・
組
合
が
発

展
し
て
い
く
か
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
50
百
万
円
を
単
年
度
で
使
い
切
る

　
　
　
訳
で
は
な
い
。
具
体
的
な
使
い
道

は
未
定
で
あ
り
、
状
況
に
応
じ
て
変
わ
っ

て
い
く
。
有
意
義
な
活
用
方
法
を
見
い
だ

し
て
い
き
た
い
。

　
環
境
が
整
わ
な
い
と
買
取
販
売
の
拡
大

は
難
し
い
。
組
合
員
の
意
識
改
革
も
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
将
来
的
な
目
標
と
し

て
主
要
な
事
業
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
で
理
解
を
願
い
た
い
。

　
　
　
農
繁
期
は
休
日
で
も
作
業
を
す
る

　
　
　
が
、
Ｊ
Ａ
は
休
業
日
で
あ
る
。
休
日

営
業
を
行
う
な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
毎
年
、
当
番
制
の
シ
フ
ト
で
農
繁

　
　
　
期
営
業
を
し
て
い
る
。
期
間
や
時

間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
誌
で
も
告

知
し
て
い
る
。
今
後
、
周
知
で
き
る
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
中
堅
職
員
の
離
職
が
多
い
が
、
ど
う

　
　
　
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　
当
Ｊ
Ａ
だ
け
で
は
な
く
、
離
職
率

　
　
　
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
働
く
上

で
大
切
な
報
酬
も
決
し
て
低
く
抑
え
て
い
な

い
。
賞
与
も
年
３
回
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
食

い
止
め
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
今
の

若
い
人
は
報
酬
に
左
右
さ
れ
辞
め
て
い
く

が
、
特
別
に
支
給
す
る
わ
け
に
も
い
か
な

い
。
そ
れ
以
外
の
理
由
と
し
て
人
間
関
係
等

の
場
合
、
配
置
換
え
等
提
示
し
て
い
る
が
退

職
を
踏
み
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。
今

後
、
給
与
体
系
等
を
見
直
す
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　
出
資
金
運
動
を
強
化
し
て
経
営
基

　
　
　
盤
と
、
組
織
の
強
化
を
お
願
い
し

た
い
。

　
　
　
当
Ｊ
Ａ
の
出
資
額
の
上
限
は
１
５

　
　
　
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
出
資
金

が
増
え
る
と
事
業
展
開
と
し
て
大
き
い

ウ
ェ
イ
ト
を
し
め
る
剰
余
金
処
分
案
を
分

配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
維
持

す
る
の
は
事
業
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る

の
で
、
事
業
拡
大
を
優
先
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
６
月
21
日
よ
り
上
賀
茂
支
部
の
生

産
者
で
組
織
さ
れ
る
「
上
賀
茂
特
産

野
菜
研
究
会
」
は
京
都
の
老
舗
漬
物

屋
「
株
式
会
社
川
勝
總
本
家
」
へ
加

工
用
の
「
京
賀
茂
な
す
」
の
出
荷
を

７
月
下
旬
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
賀
茂
な
す
は
上
賀
茂
が
誇
る
伝
統

京
野
菜
で
す
が
、
大
き
さ
や
形
が
流

通
に
適
さ
な
い
も
の
は
規
格
外
品
と

し
て
全
体
の
１
割
か
ら
２
割
が
処
分

さ
れ
、
生
産
者
た
ち
の
大
き
な
悩
み

の
種
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

伝
統
野
菜
の
販
路
拡
大
を
図
る

▲販路拡大を目指してがっちりと握手
　（八隅会長㊧と川勝専務㊨）

▲当ＪＡとＪＡ全農京都も同行し
　規格外品の賀茂なすを確認

賀
茂
な
す
生

産
者
の
販
路

増
大
と
所
得

向
上
を
目
指

し
て
当
Ｊ
Ａ

と
Ｊ
Ａ
全
農

京
都
の
後
押
し
の
も
と
販
路
拡
大
が

実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
川
勝
總
本
家
の
川
勝
隆
義

専
務
が
出
荷
場
に
直
接
出
向
い
て
賀

茂
な
す
の
形
や
大
き
さ
な
ど
を
手
に

取
っ
て
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
会
八
隅
真
人
会
長
は
「
こ
れ
ま

で
処
分
し
て
い
た
賀
茂
な
す
が
こ
の

よ
う
な
か
た
ち
で
市
場
に
送
り
出
せ

る
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
こ

の
地
域
で
作
る
賀
茂
な
す
は
自
信
を

も
っ
て
世
に
送
り
出
せ
る
逸
品
な
の

で
、
よ
り
多
く
の
人
に
食
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

賀
茂
な
す
は
漬
物
と
し
て
商
品
化
す

る
方
向
で
進
め
ら
れ
、
９
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
販
売
さ
れ
る
見
通
し
で

す
。

　
６
月
11
日
、
渡
邉
幸
浩
青
壮
年
部

長
は
京
都
先
端
科
学
大
学
バ
イ
オ
環

境
学
部
の
学
生
に
向
け
て
特
別
講
義

を
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
私
の
農
業
経

営
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
テ
ー
マ
の

も
と
学
生
に
対
し
、
渡
邉
青
壮
年
部

長
自
身
が
時
代
に
即
し
た
独
自
の
工

夫
に
よ
っ
て
編
み
出
し
た
「
振
り
売

り
」
に
つ
い
て
や
農
業
に
か
け
る
思

い
を
熱
弁
さ
れ
ま
し
た
。
都
市
型
農

業
の
最
前
線
で
京
野
菜
の
栽
培
に
取

り
組
む
渡
邉
青
壮
年
部
長
の
思
い
を

熱
心
に
メ
モ
に
残
す
学
生
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
当
Ｊ
Ａ
が
昨
年

９
月
に
同
大
学
（
当
時
は
京
都
学
園

大
学
）
と
地
域
農
業
振
興
に
向
け
た

連
携
協
定
の
一
環
事
業
。
学
生
た
ち

へ
生
産
者
と
つ
な
が
る
場
を
提
供
し

て
次
世
代
の
育
成
と
農
業
の
発
展
を

進
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
今
後
連
携
協
定
は
双
方
の
友
好
な

関
係
の
も
と
進
め
ら
れ
、
当
Ｊ
Ａ
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
生
を
管
内

生
産
者
の
も
と
へ
受
け
入
れ
て
農
業

経
営
な
ど
の
学
ぶ
場
を
提
供
し
ま

す
。
同
大
学
か
ら
は
当
Ｊ
Ａ
に
な
い

最
先
端
の
栽
培
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
と

い
っ
た
学
術
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
、
品
種
改
良
や
新
た
な
栽
培
技
術

の
開
発
に
着
手
し
、
生
産
者
の
所
得

増
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

京
野
菜
栽
培
の
思
い
を
学
生
に

自己改革レポート

▲実際の振り売り販売の様子

▲学生へ野菜栽培にかける熱い思いを伝授

上賀茂
AA QQ

A QQ

AA AQQ

QA

Ｊ
Ａ
京
都
市
管
内
の
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

の

か
わ
ら
版
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６
月
28
日
、
山
科
区
の
農
産
物
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
山
科
区
農
業
祭

が
山
科
区
総
合
庁
舎
前
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
山
科
南
部
支
部
か
ら
２

０
９
点
・
山
科
北
部
支
部
か
ら
61
点

の
合
計
２
７
０
点
の
農
産
物
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
祭
で
は

ト
マ
ト
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
タ
マ
ネ
ギ
・

ナ
ス
等
、
新
鮮
野
菜
の
詰
め
放
題
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
京
都
府
知
事
賞
は
宇

野
保
雄
さ
ん
、
京
都
市
長
賞
は
渡
邉

幸
浩
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
17
名
の
生
産
者

が
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▲山科産の野菜の出来栄えを確認

山
科
区
農
業
祭

　
６
月
25
日
、
大
宮
支
部
は
同
支
店

駐
車
場
で
ト
ラ
ッ
ク
市
を
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
元
産

の
新
鮮
な
野
菜
を
地
域
住
民
で
消
費

す
る
地
産
地
消
を
目
的
に
昨
年
か
ら

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
即
売
会
に
は

キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
・
ナ
ス
な
ど
９

名
の
生
産
者
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
た

野
菜
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
住
民
か
ら
は
新
鮮
な
野
菜
を

求
め
る
声
が
多
く
、
来
場
者
は
「
地

元
の
新
鮮
な
野
菜
が
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
な
か
で
買
え
て
と
て
も
安

心
。
定
期
的
に
開
催
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

ト
ラ
ッ
ク
市
で
地
産
地
消

▲審査長を務められた矢澤進名誉教授

　
７
月
８
日
、
夏
季
農
産
物
品
評
会

を
北
野
天
満
宮
で
行
い
、
管
内
生
産

者
の
自
慢
の
夏
野
菜
１
０
２
７
点
が

出
品
さ
れ
、
単
品
や
詰
め
合
わ
せ
で

出
来
栄
え
を
競
い
ま
し
た
。

　
府
や
市
の
農
業
関
係
者
14
名
に
よ

る
審
査
が
行
わ
れ
、
京
都
府
知
事
賞

に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
出
品
さ
れ
た
大

宮
支
部
の
樋
口
豪
宏
さ
ん
、
京
都
市

長
賞
は
キ
ュ
ウ
リ
を
出
品
さ
れ
た
同

支
部
の
水
澤
隆
司
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
特
別
賞
受
賞
の

野
菜
19
点
は
北
野
天
満
宮
に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
審
査
長
を
務
め
た
矢
澤

進
京
都
大
学
名
誉
教
授
か
ら
は
「
今

年
は
全
体
的
に
よ
く
で
き
て
い
る
。

鷹
峯
と
う
が
ら
し
、
賀
茂
な
す
も
良

い
も
の
が
あ
っ
た
」
と
講
評
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
会
場
に
は
今
年
11
月
下
旬

に
東
京
都
練
馬
区
で
開
催
さ
れ
る

「
世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
」
の
Ｐ

Ｒ
に
の
ぼ
り
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

自
慢
の
夏
野
菜
が
勢
揃
い 

〜
１
０
２
７
点
が
出
品
〜

営農経済部

▶
都
市
農
業
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る

　世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
の
の
ぼ
り

▲特別賞に輝いた農産物

　
７
月
31
日
、
出
張
マ
ル
シ
ェ
を
本

店
玄
関
ロ
ビ
ー
で
開
き
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
今
年
３
月
か
ら
毎

週
水
曜
日
に
大
丸
京
都
店
の
屋
外
特

設
ブ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
る
も
の

を
、
定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
最

終
日
に
、
来
店
者
が
相
当
数
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
本
店
で
開
催
し
た
も

の
で
す
。

　
並
べ
ら
れ
た
野
菜
は
、
管
内
農
家

組
合
員
が
生
産
さ
れ
た
「
ほ
ん
ま
も

ん
京
野
菜
」
。
ま
た
、
今
年
か
ら
始

め
た
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を

受
け
た
京
野
菜
も
多
く
並
べ
ら
れ
、

制
度
の
宣
伝
を
兼
ね
た
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
来
店
者
の
多
く

は
、
手
続
き
を
待
っ
て
い
る
間
に
同

ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
賀
茂
な
す
や
万
願

寺
と
う
が
ら
し
な
ど
、
夏
場
の
瑞
々

し
い
旬
野
菜
の
見
事
さ
に
感
心
さ

れ
、
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
購
入
客
か
ら
は
「
ま
た
開
催
し
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
多
数
あ
が
る
大

盛
況
と
な
り
、
午
後
２
時
半
に
開
催

し
、
１
時
間
程
で
完
売
と
な
り
ま
し

た
。
接
客
を
担
当
し
た
T
A
C
担
当

の
藤
井
拓
也
主
任
は
「
お
客
様
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
京
野
菜
の
Ｐ

Ｒ
も
で
き
た
。
中
で
も
Ｊ
Ａ
京
都
市

版
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
興
味
を
示
さ
れ
る
方
が

多
く
、
安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
に

共
感
さ
れ
て
い
た
」
と
話
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
時
と
場
所
を
変

え
、
当
Ｊ
Ａ
マ
ル
シ
ェ
の
展
開
を

「
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜
」
の
宣
伝
と

地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
の
深
化
を

目
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
来
店
者
に
向
け
出
張
マ
ル
シ
ェ
開
く

　
〜
本
店
に
て
来
店
者
に
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
〜

▲「ほんまもん京野菜」をロビー特設ブースで販売

▲水本さんは少量多品種の野菜を栽培する太秦支部の生産者

　
６
月
17
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、

太
秦
支
部
組
合
員
の
水
本
桂
太
さ
ん

は
京
都
府
立
農
業
大
学
校
の
学
生
へ

農
業
指
導
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
農
業
現
場
で
の
作
業

経
験
が
少
な
い
学
生
が
実
際
の
圃
場

で
農
作
業
体
験
を
通
じ
て
幅
広
い
農

業
知
識
と
生
産
技
術
を
深
め
る
こ
と

が
狙
い
で
す
。
水
本
さ
ん
は
同
大
学

校
１
回
生
の
青
山
実
樹
さ
ん
を
受
け

入
れ
て
10
日
間
に
わ
た
っ
て
指
導
を

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
夏
野
菜
を
中
心
に
栽
培

に
関
す
る
生
産
手
順
や
ハ
ウ
ス
施
設

な
ら
で
は
の
栽
培
方
法
を
学
ば
れ
ま

し
た
。
研
修
終
了
後
に
青
山
さ
ん
は

「
水
本
さ
ん
の
栽
培
技
術
を
は
じ

め
、
新
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
貴
重
な
体
験
で
し
た
」
と
充
実

し
た
表
情
で
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
本
さ
ん
は
「
後
継
者
が

少
な
く
な
る
な
か
、
女
性
の
後
継

者
は
貴
重
な
存
在
で
都
市
農
業
の
希

望
で
も
あ
る
。
今
後
も
農
業
技
術
の

伝
承
を
大
切
に
し
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

学
生
を
招
い
て
現
場
実
習 

〜
太
秦
支
部
水
本
さ
ん
学
生
を
指
導
〜

▲水本さんの指導を受けた青山さん（手前）

太秦大宮

▲軽トラックで地元産の野菜を販売

山科南部・北部

営農経済部
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６
月
28
日
、
山
科
区
の
農
産
物
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
山
科
区
農
業
祭

が
山
科
区
総
合
庁
舎
前
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
山
科
南
部
支
部
か
ら
２

０
９
点
・
山
科
北
部
支
部
か
ら
61
点

の
合
計
２
７
０
点
の
農
産
物
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
祭
で
は

ト
マ
ト
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
タ
マ
ネ
ギ
・

ナ
ス
等
、
新
鮮
野
菜
の
詰
め
放
題
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
京
都
府
知
事
賞
は
宇

野
保
雄
さ
ん
、
京
都
市
長
賞
は
渡
邉

幸
浩
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
17
名
の
生
産
者

が
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▲山科産の野菜の出来栄えを確認

山
科
区
農
業
祭

　
６
月
25
日
、
大
宮
支
部
は
同
支
店

駐
車
場
で
ト
ラ
ッ
ク
市
を
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
元
産

の
新
鮮
な
野
菜
を
地
域
住
民
で
消
費

す
る
地
産
地
消
を
目
的
に
昨
年
か
ら

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
即
売
会
に
は

キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
・
ナ
ス
な
ど
９

名
の
生
産
者
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
た

野
菜
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
住
民
か
ら
は
新
鮮
な
野
菜
を

求
め
る
声
が
多
く
、
来
場
者
は
「
地

元
の
新
鮮
な
野
菜
が
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
な
か
で
買
え
て
と
て
も
安

心
。
定
期
的
に
開
催
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

ト
ラ
ッ
ク
市
で
地
産
地
消

▲審査長を務められた矢澤進名誉教授

　
７
月
８
日
、
夏
季
農
産
物
品
評
会

を
北
野
天
満
宮
で
行
い
、
管
内
生
産

者
の
自
慢
の
夏
野
菜
１
０
２
７
点
が

出
品
さ
れ
、
単
品
や
詰
め
合
わ
せ
で

出
来
栄
え
を
競
い
ま
し
た
。

　
府
や
市
の
農
業
関
係
者
14
名
に
よ

る
審
査
が
行
わ
れ
、
京
都
府
知
事
賞

に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
出
品
さ
れ
た
大

宮
支
部
の
樋
口
豪
宏
さ
ん
、
京
都
市

長
賞
は
キ
ュ
ウ
リ
を
出
品
さ
れ
た
同

支
部
の
水
澤
隆
司
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
特
別
賞
受
賞
の

野
菜
19
点
は
北
野
天
満
宮
に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
審
査
長
を
務
め
た
矢
澤

進
京
都
大
学
名
誉
教
授
か
ら
は
「
今

年
は
全
体
的
に
よ
く
で
き
て
い
る
。

鷹
峯
と
う
が
ら
し
、
賀
茂
な
す
も
良

い
も
の
が
あ
っ
た
」
と
講
評
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
会
場
に
は
今
年
11
月
下
旬

に
東
京
都
練
馬
区
で
開
催
さ
れ
る

「
世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
」
の
Ｐ

Ｒ
に
の
ぼ
り
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

自
慢
の
夏
野
菜
が
勢
揃
い 

〜
１
０
２
７
点
が
出
品
〜

営農経済部

▶
都
市
農
業
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る

　世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
の
の
ぼ
り

▲特別賞に輝いた農産物

　
７
月
31
日
、
出
張
マ
ル
シ
ェ
を
本

店
玄
関
ロ
ビ
ー
で
開
き
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
今
年
３
月
か
ら
毎

週
水
曜
日
に
大
丸
京
都
店
の
屋
外
特

設
ブ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
る
も
の

を
、
定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
最

終
日
に
、
来
店
者
が
相
当
数
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
本
店
で
開
催
し
た
も

の
で
す
。

　
並
べ
ら
れ
た
野
菜
は
、
管
内
農
家

組
合
員
が
生
産
さ
れ
た
「
ほ
ん
ま
も

ん
京
野
菜
」
。
ま
た
、
今
年
か
ら
始

め
た
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を

受
け
た
京
野
菜
も
多
く
並
べ
ら
れ
、

制
度
の
宣
伝
を
兼
ね
た
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
来
店
者
の
多
く

は
、
手
続
き
を
待
っ
て
い
る
間
に
同

ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
賀
茂
な
す
や
万
願

寺
と
う
が
ら
し
な
ど
、
夏
場
の
瑞
々

し
い
旬
野
菜
の
見
事
さ
に
感
心
さ

れ
、
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
購
入
客
か
ら
は
「
ま
た
開
催
し
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
多
数
あ
が
る
大

盛
況
と
な
り
、
午
後
２
時
半
に
開
催

し
、
１
時
間
程
で
完
売
と
な
り
ま
し

た
。
接
客
を
担
当
し
た
T
A
C
担
当

の
藤
井
拓
也
主
任
は
「
お
客
様
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
京
野
菜
の
Ｐ

Ｒ
も
で
き
た
。
中
で
も
Ｊ
Ａ
京
都
市

版
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
興
味
を
示
さ
れ
る
方
が

多
く
、
安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
に

共
感
さ
れ
て
い
た
」
と
話
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
時
と
場
所
を
変

え
、
当
Ｊ
Ａ
マ
ル
シ
ェ
の
展
開
を

「
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜
」
の
宣
伝
と

地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
の
深
化
を

目
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
来
店
者
に
向
け
出
張
マ
ル
シ
ェ
開
く

　
〜
本
店
に
て
来
店
者
に
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
〜

▲「ほんまもん京野菜」をロビー特設ブースで販売

▲水本さんは少量多品種の野菜を栽培する太秦支部の生産者

　
６
月
17
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、

太
秦
支
部
組
合
員
の
水
本
桂
太
さ
ん

は
京
都
府
立
農
業
大
学
校
の
学
生
へ

農
業
指
導
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
農
業
現
場
で
の
作
業

経
験
が
少
な
い
学
生
が
実
際
の
圃
場

で
農
作
業
体
験
を
通
じ
て
幅
広
い
農

業
知
識
と
生
産
技
術
を
深
め
る
こ
と

が
狙
い
で
す
。
水
本
さ
ん
は
同
大
学

校
１
回
生
の
青
山
実
樹
さ
ん
を
受
け

入
れ
て
10
日
間
に
わ
た
っ
て
指
導
を

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
夏
野
菜
を
中
心
に
栽
培

に
関
す
る
生
産
手
順
や
ハ
ウ
ス
施
設

な
ら
で
は
の
栽
培
方
法
を
学
ば
れ
ま

し
た
。
研
修
終
了
後
に
青
山
さ
ん
は

「
水
本
さ
ん
の
栽
培
技
術
を
は
じ

め
、
新
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
貴
重
な
体
験
で
し
た
」
と
充
実

し
た
表
情
で
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
本
さ
ん
は
「
後
継
者
が

少
な
く
な
る
な
か
、
女
性
の
後
継

者
は
貴
重
な
存
在
で
都
市
農
業
の
希

望
で
も
あ
る
。
今
後
も
農
業
技
術
の

伝
承
を
大
切
に
し
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

学
生
を
招
い
て
現
場
実
習 

〜
太
秦
支
部
水
本
さ
ん
学
生
を
指
導
〜

▲水本さんの指導を受けた青山さん（手前）

太秦大宮

▲軽トラックで地元産の野菜を販売

山科南部・北部

営農経済部
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本
格
的
な
そ
ば
打
ち
に
挑
戦

吉祥院　
７
月
８
日
、
吉
祥
院
支
部
女
性
部
は

料
理
教
室
の
一
環
と
し
て
、
そ
ば
打
ち

体
験
を
開
き
、
５
名
が
参
加
さ
れ
、
熟

練
の
職
人
に
よ
る
本
格
的
な
そ
ば
打
ち

の
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
部
員
た
ち
は
そ
ば
粉
と
つ
な
ぎ
を
配

合
し
た
後
、
打
つ
・
伸
ば
す
・
切
る
と

い
う
流
れ
で
作
業
を
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
な
か
で
も
味
が
決
ま
る
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
打
つ
工
程
に
は
特
に
丁

寧
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
で
き
あ

が
っ
た
そ
ば
に
は
そ
れ
ぞ
れ
太
さ
や
長

さ
が
異
な
る
も
の
が
出
揃
い
、
お
互
い

の
そ
ば
を
見
比
べ
て
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。

読
み
聞
か
せ
を
食
育
に
活
用

上鳥羽　
６
月
26
日
、
上
鳥
羽
支
部
中
村
い

つ
子
女
性
部
長
は
京
都
市
立
上
鳥
羽

小
学
校
を
訪
問
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
自
身
で
選
ば
れ
た
本
を
同

小
学
１
・
２
年
生
へ
読
み
聞
か
せ
を

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
支
部
は
家
の
光
協
会
発

行
の
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
を
活
用
し
た
食
農
教
育
も
進

め
て
お
り
、
こ
の
日
は
牛
乳
に
ま
つ

わ
る
ク
イ
ズ
を
出
題
し
て
児
童
た
ち

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
こ
の
読
み
聞

か
せ
は
今
後
３
回
予
定
し
て
お
り
、

読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
食
農
教
育
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
７
月
15
日
か
ら
久
我
支
部
は
長

野
県
へ
１
泊
２
日
の
支
部
旅
行
へ
行

か
れ
、
部
員
17
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
部
員
た
ち
は
、
ち
こ
り
村
、
旧

開
智
学
校
、
松
本
城
、
大
王
わ
さ
び

農
園
な
ど
を
観
光
さ
れ
、
親
睦
を
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
旧
開
智
学
校
で
は
、
明
治
９
年
に

完
成
し
た
擬
洋
風
建
築
の
建
物
を
見

学
さ
れ
、
国
宝
の
松
本
城
で
は
城
内

を
見
学
さ
れ
な
が
ら
、
歴
史
を
堪
能

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
２
日
間
を
有
意
義
に

楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
か
ら

も
支
部
の
行
事
に
参
加
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
旅
行
で
親
睦
を
深
め
る

▲国宝松本城をバックに記念撮影

▲味を左右する打つ工程に集中！！

▲読み聞かせを行う中村いつ子女性部長

久我

　
６
月
23
日
、
当
Ｊ
Ａ
婚
活
イ
ベ
ン

ト
「
都
婚
」
を
滋
賀
農
業
公
園
ブ

ル
ー
メ
の
丘
で
開
き
、
13
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
都
婚
は
農
家
の
後
継
者
不
足
の
解

消
を
進
め
、
青
壮
年
部
と
女
性
部
活

動
の
発
展
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
年

で
４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
者

は
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
の
後
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ

で
親
睦
を
深
め
、
さ
ら
に
芝
す
べ

り
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

婚
活
イ
ベ
ン
ト「
都
婚
」開
催

▲フリータイムで仲良く大道芸を観賞する
　参加者

通
じ
て
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
会
員
は
70
名
と
な
り
、
増
加

傾
向
で
今
後
も
新
会
員
の
募
集
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

営農経済部

い っ ぷ く

の かわら版

142019 年 9 月 vol .255



本
格
的
な
そ
ば
打
ち
に
挑
戦

吉祥院　
７
月
８
日
、
吉
祥
院
支
部
女
性
部
は

料
理
教
室
の
一
環
と
し
て
、
そ
ば
打
ち

体
験
を
開
き
、
５
名
が
参
加
さ
れ
、
熟

練
の
職
人
に
よ
る
本
格
的
な
そ
ば
打
ち

の
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
部
員
た
ち
は
そ
ば
粉
と
つ
な
ぎ
を
配

合
し
た
後
、
打
つ
・
伸
ば
す
・
切
る
と

い
う
流
れ
で
作
業
を
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
な
か
で
も
味
が
決
ま
る
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
打
つ
工
程
に
は
特
に
丁

寧
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
で
き
あ

が
っ
た
そ
ば
に
は
そ
れ
ぞ
れ
太
さ
や
長

さ
が
異
な
る
も
の
が
出
揃
い
、
お
互
い

の
そ
ば
を
見
比
べ
て
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。

読
み
聞
か
せ
を
食
育
に
活
用

上鳥羽　
６
月
26
日
、
上
鳥
羽
支
部
中
村
い

つ
子
女
性
部
長
は
京
都
市
立
上
鳥
羽

小
学
校
を
訪
問
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
自
身
で
選
ば
れ
た
本
を
同

小
学
１
・
２
年
生
へ
読
み
聞
か
せ
を

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
支
部
は
家
の
光
協
会
発

行
の
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
を
活
用
し
た
食
農
教
育
も
進

め
て
お
り
、
こ
の
日
は
牛
乳
に
ま
つ

わ
る
ク
イ
ズ
を
出
題
し
て
児
童
た
ち

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
こ
の
読
み
聞

か
せ
は
今
後
３
回
予
定
し
て
お
り
、

読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
食
農
教
育
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
７
月
15
日
か
ら
久
我
支
部
は
長

野
県
へ
１
泊
２
日
の
支
部
旅
行
へ
行

か
れ
、
部
員
17
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
部
員
た
ち
は
、
ち
こ
り
村
、
旧

開
智
学
校
、
松
本
城
、
大
王
わ
さ
び

農
園
な
ど
を
観
光
さ
れ
、
親
睦
を
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
旧
開
智
学
校
で
は
、
明
治
９
年
に

完
成
し
た
擬
洋
風
建
築
の
建
物
を
見

学
さ
れ
、
国
宝
の
松
本
城
で
は
城
内

を
見
学
さ
れ
な
が
ら
、
歴
史
を
堪
能

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
２
日
間
を
有
意
義
に

楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
か
ら

も
支
部
の
行
事
に
参
加
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
旅
行
で
親
睦
を
深
め
る

▲国宝松本城をバックに記念撮影

▲味を左右する打つ工程に集中！！

▲読み聞かせを行う中村いつ子女性部長

久我

　
６
月
23
日
、
当
Ｊ
Ａ
婚
活
イ
ベ
ン

ト
「
都
婚
」
を
滋
賀
農
業
公
園
ブ

ル
ー
メ
の
丘
で
開
き
、
13
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
都
婚
は
農
家
の
後
継
者
不
足
の
解

消
を
進
め
、
青
壮
年
部
と
女
性
部
活

動
の
発
展
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
年

で
４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
者

は
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
の
後
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ

で
親
睦
を
深
め
、
さ
ら
に
芝
す
べ

り
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

婚
活
イ
ベ
ン
ト「
都
婚
」開
催

▲フリータイムで仲良く大道芸を観賞する
　参加者

通
じ
て
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
会
員
は
70
名
と
な
り
、
増
加

傾
向
で
今
後
も
新
会
員
の
募
集
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

営農経済部

桂支部

西川　歌
か の ん

音ちゃん  （４才５ヶ月）

かわいく見せる歌音ちゃんの
お気に入りのポーズ

わが家のアイドルご紹介

自慢のペットご紹介

ちくわと畑が大好きな、ちょっと太めの男子。収穫期、
日中で仕事が終わらず夜中に畑に行くときも、軽トラのエ
ンジンをかけると必ず運転席に飛び乗ってついてきてくれ
る、“夜なべ仕事”のかわいい相方です。

夢
ム

生
ウ

くんのご主人

樋口　昌孝さん（大宮支部）

 
 

 

お父さん　　　智　也 さん
お母さん　　　奈　央 さん
祖父　　　林　繁　治 さん
祖母　　　林　三千代 さん
曾祖母　　林　千代子 さん

　春から年中さんになり、毎日楽しく幼稚園に通って

います。歌うこととダンスが大好きで、祖父母の家に

行った時は、おばあちゃんとピアノを弾きながらニコ

ニコ歌っています。ひいおばあちゃんとも仲が良く、

２人でシルバニアファミリーで遊んでいます。ひいお

ばあちゃんの世話が好きで、お薬の用意をしたり、歩

く時は歩幅も合わせてくれます。将来は人の役に立っ

てくれるようなお仕事に就いて欲しいです。

夢
ム

生
ウ

くん

犬種　柴犬

ちょっぴり緊張⁈
ドキドキの撮影会
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共済部からのお知らせ

日頃の感謝と事業の更なる拡大へ ～ＪＡ京都市共済推進大会開催～

▲第一部の式典の様子

▲観客と握手をする神野美伽さん

　７月５日、ロームシアター京都で共済推進大会
を開催しました。長期共済契約者への感謝と共済
事業の更なる拡大を目的に今年で４５回目を迎え、
約 3,500 名が来場されました。
　第一部の式典で戸田秀司組合長は挨拶の中で
「昨年度は地震や台風が直撃し、改めて自然災害
への備えの重要性を実感した。当ＪＡは、『ひと・
いえ・くるまの総合保障』の提供を通じて、ご自
身や家族全員の暮らしをサポートし、豊かな生活

づくりにお役立ちできるよう努めていく」と話され
ました。その後は、前年度のＪＡ共済高額加入者
の代表者へ感謝状を贈呈しました。
　第二部の神野美伽さんのコンサートでは会場内
は大いに盛り上がりました。「男船」「浮雲ふたり」
をはじめ多くの楽曲が披露されたほか、コンサー
トの途中には神野さんが客席へ下りて観客と握手
をするなど触れ合う場面もありました。

未入

人事異動・昇格のお知らせ （敬称略・順序不同）　（　）は前役職

参与及び総務部部長 事務取扱兼務
（参与）

沼田 敏宏

信用部営業課課長
（上賀茂支店長）

北村 隆幸

醍醐支店長
（総務部部長）
竹中 　勝

業務推進部部次長及び指導課長取扱事務兼務
（業務推進部指導課課長）

今井 康光

川岡支店長（部次長待遇）
（川岡支店長）
安田 重隆

嵯峨野支店長（部次長待遇）
（嵯峨野支店長）

福本 幸生

上賀茂支店長
（営農経済部営農経済課課長）

井上 　寿

営農経済部営農経済課課長及びくらしの活動推進課課長兼務
（営農経済部くらしの活動推進課課長）

山田 愛子

総務部総務課西京極支部主任
（営農経済部営農経済課主任及び西院支部勤務）

上原 里抄

信用部営業課書記
（大枝支店書記）

永島 美優

醍醐支店長（2019年7月31日付）
定年再雇用 信用部営業課嘱託

今井 雅樹

山科北部支店次長
（川岡支店次長）

清水 　剛

営農経済部営農経済課係長及び西院支部勤務
（総務部総務課西京極支部係長）

横尾 節子

2019年
8月1日付

定年退職

2019年8月に発令した人事異動をお
知らせいたします。
今後とも一層のご指導ご鞭撻賜ります
ようお願い申し上げます。

(総務部総務課)
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共済部からのお知らせ

日頃の感謝と事業の更なる拡大へ ～ＪＡ京都市共済推進大会開催～

▲第一部の式典の様子

▲観客と握手をする神野美伽さん

　７月５日、ロームシアター京都で共済推進大会
を開催しました。長期共済契約者への感謝と共済
事業の更なる拡大を目的に今年で４５回目を迎え、
約 3,500 名が来場されました。
　第一部の式典で戸田秀司組合長は挨拶の中で
「昨年度は地震や台風が直撃し、改めて自然災害
への備えの重要性を実感した。当ＪＡは、『ひと・
いえ・くるまの総合保障』の提供を通じて、ご自
身や家族全員の暮らしをサポートし、豊かな生活

づくりにお役立ちできるよう努めていく」と話され
ました。その後は、前年度のＪＡ共済高額加入者
の代表者へ感謝状を贈呈しました。
　第二部の神野美伽さんのコンサートでは会場内
は大いに盛り上がりました。「男船」「浮雲ふたり」
をはじめ多くの楽曲が披露されたほか、コンサー
トの途中には神野さんが客席へ下りて観客と握手
をするなど触れ合う場面もありました。

未入

人事異動・昇格のお知らせ （敬称略・順序不同）　（　）は前役職

参与及び総務部部長 事務取扱兼務
（参与）

沼田 敏宏

信用部営業課課長
（上賀茂支店長）

北村 隆幸

醍醐支店長
（総務部部長）
竹中 　勝

業務推進部部次長及び指導課長取扱事務兼務
（業務推進部指導課課長）

今井 康光

川岡支店長（部次長待遇）
（川岡支店長）
安田 重隆

嵯峨野支店長（部次長待遇）
（嵯峨野支店長）

福本 幸生

上賀茂支店長
（営農経済部営農経済課課長）

井上 　寿

営農経済部営農経済課課長及びくらしの活動推進課課長兼務
（営農経済部くらしの活動推進課課長）

山田 愛子

総務部総務課西京極支部主任
（営農経済部営農経済課主任及び西院支部勤務）

上原 里抄

信用部営業課書記
（大枝支店書記）

永島 美優

醍醐支店長（2019年7月31日付）
定年再雇用 信用部営業課嘱託

今井 雅樹

山科北部支店次長
（川岡支店次長）

清水 　剛

営農経済部営農経済課係長及び西院支部勤務
（総務部総務課西京極支部係長）

横尾 節子

2019年
8月1日付

定年退職

2019年8月に発令した人事異動をお
知らせいたします。
今後とも一層のご指導ご鞭撻賜ります
ようお願い申し上げます。

(総務部総務課)
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今月の星占い モナ・カサンドラ

すべき作業を黙々とこなすだけで、変
化に乏しい日々になりがち。興味を引
かれるジャンルに意識を向けてみて牡羊座

3/21～4/19

旅行や飲み会に出掛けると自分の新た
な可能性に気付けるかも。努力の成果
が出やすく、頑張ってみる価値あり牡牛座

4/20～5/20

一時の感情で行動すると失敗しやすい
月。冷静さを大切に。キッチンやお風
呂など、水回りの掃除で運気が回復双子座

5/21～6/21

交友関係が一気に広がる気配。趣味
や習い事の集まりには意欲的に参加し
て。人気店で逸品に遭遇することも蟹座

6/22～7/22

自分のペースでじっくり物事に取り組
めそう。中途半端なまま放置している
ことは、この機会に片付けましょう獅子座

7/23～8/22

ビッグチャンスが舞い込む予感。気に
なることがあれば、迷わず飛び込んで
みて。未体験のことをするのも大吉乙女座

8/23～9/22

やりたいことを強引に推し進めやすい
期間。成功の鍵は情報収集と周囲の
協力。人の意見には謙虚に耳を傾けて天秤座

9/23～10/23

ちょっとした変化が幸運の呼び水に。
生活スタイルを変えたり、新しい趣味
を持ってみて。科学的ジャンルも◎蠍座

10/24～11/22

不本意な出来事が多くなるかも。でも、
イライラせず、できることに集中する
のが得策。自然の中で気分転換を射手座

11/23～12/21

行動範囲がグンと広がる気配。以前か
ら興味を持っていたことを追求してみ
て。海外に関する事柄にチャンスが山羊座

12/22～1/19

内にこもりやすい。自分の時間を持ち
つつ、人との交流も楽しめば、意外な
発見が。音楽鑑賞でストレス発散を水瓶座

1/20～2/18

物事を両極端に捉え、失敗する暗示。
もう少し気楽に構えること。運命的な
出会いに恵まれる可能性があります魚座

2/19～3/20

【解き方】
普通のクロスワードの
要領で全部を解いてく
ださい。次に A → E の
二重ワクの文字を順に
並べると、一つの言葉
ができます。
それが答えです。

タテのカギ

締め切りは

9月末日

おたよりや、イラスト（絵手紙）を募集中です。

クイズと同じあて先まで、お送りください。

お待ちしています。

お た よ り 募 集 ！中

解答は「いっぷく」11月号

プレゼントの応募方法

クロスワードパズル 二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

出題 ○ ニコリ

（1）郵便はがきに、【○クイズの答え○住所○氏名○年齢○電話番号○ご意見・
ご感想】をお書きください。

（2）〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24
ＪＡ京都市　本店総務部「いっぷく」係まで、お送りください。

　　　※応募いただきました皆さまの個人情報は、当選者のプレゼント発送の
　　　　ために利用させていただきます。

『
い
っ
ぷ
く
』７
月
号
の
答
え

 

　
　
　﹇
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
﹈

正解者の中から
抽選で10名の方に

図書カードを
プレゼント！

①　テレビのリモコンにはたくさん付いています
③　なだらかな──が続く丘陵地
⑥　合唱部が練習するもの
⑦　耳かきと共に行方不明になりやすいそうです
⑧　今からこれじゃ、──が心配だなあ
⑩　仲人から紹介を受けて、伴侶候補と会います
⑭　宴会でグラスをみんなで掲げて……
⑯　相撲の勝敗を記録した──表
⑱　ゴホゴホゴホ
⑲　価格が高くなること
⑳　煮物などに使う、アルコールを含む調味料

ヨコのカギ

①　9月1日は──の日。非常持ち出し袋や避難経路を
　　確認しましょう
②　高知の名物料理、カツオの──
③　皮膚の表面にある細かな模様。──の細かい肌
④　食器を拭く布です
⑤　いがに守られた実がなります
⑦　晴れた十五夜にはとても明るい
⑨　矢を射る道具
⑪　陽の反対語
⑫　国や地方自治体に納めます
⑬　首都はモスクワ。大きな国です
⑮　肉料理に添えたり、刻んでスープに浮かべたりする香草
⑯　傘にも凧（たこ）にもあります
⑰　バラの茎にある突起

SNSでJA京都市とつながろう！！ QRコードを読み取ってお友達になっておくれやす♪

instagram
アカウント名：
ja_kyotoshi

ID名：
@ja_kyotoshi

アカウント名：
JA京都市

facebook

▶9・10月の行事予定

※予定ですので、日程が変更となる場合があります

9月

法律個人相談会【本店】４日㈬
13日㈮

女性部親睦グラウンドゴルフ大会【グリーンランドみずほ】18日㈬
資産管理移動相談会【山科北部】19日㈭
資産管理移動相談会【上鳥羽】26日㈭
体育祭【横大路グラウンド】28日㈯

巡回健診【修学院】

1 0月

営農経済部からのお知らせ

藤　井藤　井

営農経済課　TAC

藤井　拓也
昨年の台風では多くの農産物やハウスなどの施設が被害にあ
いました。
台風による農産物や農業用施設の被害は気象情報により事前
の対策が可能です。
気象情報に注意し、事前に対策等を行い、被害を最小限にとど
めましょう。　　　

強風が予想される場合、倒伏、乾燥防止のため、深水管理に努める。
大雨による冠水が予想される場合は、排水路の点検、補修、ゴミの除去を行う。

水稲の事前対策

１.
2.

ハウス栽培では、破損個所は修繕し、風が吹き込まないように閉めきる。
露地栽培では、支柱等を点検して補強し、しっかり固定する。
圃場内の冠水を防ぐため、排水溝を排水路まで確実につなぎ、雨水が圃場外へ排水さ
れるようにする。

野菜の事前対策

１.
2.
3.

冠水、滞水の恐れのあるほ場では、排水路を点検、補修、整備する。
傾斜地等では、樹冠下の土壌流亡を防ぐため、敷ワラや敷草を行う。
果樹棚や雨よけハウスは控え線などにより補強を行う。

　その他、園芸ハウスの台風対策については、2019年７月号のいっぷくにも掲載しています。
　また、京都府のホームページにも「台風接近に伴う被害対策について」、「園芸ハウス台風対
策マニュアル」等の被害対策も掲載されていますのでそちらもご確認ください。

果樹の事前対策

１.
2.
3.

ほ

生産緑地貸借セミナー
巡回健診【大宮】９日㈬

２日㈬

農機具センターの休日対応のお知らせ
下記の期間は、休まず営業致します。
［営業日］
 ９月14日（土）から１0月14日（月）
［営業時間］
 平日：午前９時～午後５時　土日：午前９時～午後４時
［ＴＥＬ］
 （０７５）３９１－４１９３
 修理サービスカー運行中！

巡回健診【上賀茂】
資産管理移動相談会【嵯峨野】

16日㈬
16日㈬

資産管理移動相談会【久我】

巡回健診【山科南部】21日㈪
JA京都府ママさん大学【伊豆・堂ヶ島・湯河原方面】21~23日

㈪~㈬
グラウンドゴルフ府下大会【サンガタウン】24日㈭

24日㈭

法律個人相談会【本店】17日㈭
巡回健診【大枝】18日㈮
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今月の星占い モナ・カサンドラ

すべき作業を黙々とこなすだけで、変
化に乏しい日々になりがち。興味を引
かれるジャンルに意識を向けてみて牡羊座

3/21～4/19

旅行や飲み会に出掛けると自分の新た
な可能性に気付けるかも。努力の成果
が出やすく、頑張ってみる価値あり牡牛座

4/20～5/20

一時の感情で行動すると失敗しやすい
月。冷静さを大切に。キッチンやお風
呂など、水回りの掃除で運気が回復双子座

5/21～6/21

交友関係が一気に広がる気配。趣味
や習い事の集まりには意欲的に参加し
て。人気店で逸品に遭遇することも蟹座

6/22～7/22

自分のペースでじっくり物事に取り組
めそう。中途半端なまま放置している
ことは、この機会に片付けましょう獅子座

7/23～8/22

ビッグチャンスが舞い込む予感。気に
なることがあれば、迷わず飛び込んで
みて。未体験のことをするのも大吉乙女座

8/23～9/22

やりたいことを強引に推し進めやすい
期間。成功の鍵は情報収集と周囲の
協力。人の意見には謙虚に耳を傾けて天秤座

9/23～10/23

ちょっとした変化が幸運の呼び水に。
生活スタイルを変えたり、新しい趣味
を持ってみて。科学的ジャンルも◎蠍座

10/24～11/22

不本意な出来事が多くなるかも。でも、
イライラせず、できることに集中する
のが得策。自然の中で気分転換を射手座

11/23～12/21

行動範囲がグンと広がる気配。以前か
ら興味を持っていたことを追求してみ
て。海外に関する事柄にチャンスが山羊座

12/22～1/19

内にこもりやすい。自分の時間を持ち
つつ、人との交流も楽しめば、意外な
発見が。音楽鑑賞でストレス発散を水瓶座

1/20～2/18

物事を両極端に捉え、失敗する暗示。
もう少し気楽に構えること。運命的な
出会いに恵まれる可能性があります魚座

2/19～3/20

【解き方】
普通のクロスワードの
要領で全部を解いてく
ださい。次に A → E の
二重ワクの文字を順に
並べると、一つの言葉
ができます。
それが答えです。

タテのカギ

締め切りは

9月末日

おたよりや、イラスト（絵手紙）を募集中です。

クイズと同じあて先まで、お送りください。

お待ちしています。

お た よ り 募 集 ！中

解答は「いっぷく」11月号

プレゼントの応募方法

クロスワードパズル 二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

出題 ○ ニコリ

（1）郵便はがきに、【○クイズの答え○住所○氏名○年齢○電話番号○ご意見・
ご感想】をお書きください。

（2）〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24
ＪＡ京都市　本店総務部「いっぷく」係まで、お送りください。

　　　※応募いただきました皆さまの個人情報は、当選者のプレゼント発送の
　　　　ために利用させていただきます。

『
い
っ
ぷ
く
』７
月
号
の
答
え

 

　
　
　﹇
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
﹈

正解者の中から
抽選で10名の方に

図書カードを
プレゼント！

①　テレビのリモコンにはたくさん付いています
③　なだらかな──が続く丘陵地
⑥　合唱部が練習するもの
⑦　耳かきと共に行方不明になりやすいそうです
⑧　今からこれじゃ、──が心配だなあ
⑩　仲人から紹介を受けて、伴侶候補と会います
⑭　宴会でグラスをみんなで掲げて……
⑯　相撲の勝敗を記録した──表
⑱　ゴホゴホゴホ
⑲　価格が高くなること
⑳　煮物などに使う、アルコールを含む調味料

ヨコのカギ

①　9月1日は──の日。非常持ち出し袋や避難経路を
　　確認しましょう
②　高知の名物料理、カツオの──
③　皮膚の表面にある細かな模様。──の細かい肌
④　食器を拭く布です
⑤　いがに守られた実がなります
⑦　晴れた十五夜にはとても明るい
⑨　矢を射る道具
⑪　陽の反対語
⑫　国や地方自治体に納めます
⑬　首都はモスクワ。大きな国です
⑮　肉料理に添えたり、刻んでスープに浮かべたりする香草
⑯　傘にも凧（たこ）にもあります
⑰　バラの茎にある突起

SNSでJA京都市とつながろう！！ QRコードを読み取ってお友達になっておくれやす♪

instagram
アカウント名：
ja_kyotoshi

ID名：
@ja_kyotoshi

アカウント名：
JA京都市

facebook

▶9・10月の行事予定

※予定ですので、日程が変更となる場合があります

9月

法律個人相談会【本店】４日㈬
13日㈮

女性部親睦グラウンドゴルフ大会【グリーンランドみずほ】18日㈬
資産管理移動相談会【山科北部】19日㈭
資産管理移動相談会【上鳥羽】26日㈭
体育祭【横大路グラウンド】28日㈯

巡回健診【修学院】

1 0月

営農経済部からのお知らせ

藤　井藤　井

営農経済課　TAC

藤井　拓也
昨年の台風では多くの農産物やハウスなどの施設が被害にあ
いました。
台風による農産物や農業用施設の被害は気象情報により事前
の対策が可能です。
気象情報に注意し、事前に対策等を行い、被害を最小限にとど
めましょう。　　　

強風が予想される場合、倒伏、乾燥防止のため、深水管理に努める。
大雨による冠水が予想される場合は、排水路の点検、補修、ゴミの除去を行う。

水稲の事前対策

１.
2.

ハウス栽培では、破損個所は修繕し、風が吹き込まないように閉めきる。
露地栽培では、支柱等を点検して補強し、しっかり固定する。
圃場内の冠水を防ぐため、排水溝を排水路まで確実につなぎ、雨水が圃場外へ排水さ
れるようにする。

野菜の事前対策

１.
2.
3.

冠水、滞水の恐れのあるほ場では、排水路を点検、補修、整備する。
傾斜地等では、樹冠下の土壌流亡を防ぐため、敷ワラや敷草を行う。
果樹棚や雨よけハウスは控え線などにより補強を行う。

　その他、園芸ハウスの台風対策については、2019年７月号のいっぷくにも掲載しています。
　また、京都府のホームページにも「台風接近に伴う被害対策について」、「園芸ハウス台風対
策マニュアル」等の被害対策も掲載されていますのでそちらもご確認ください。

果樹の事前対策

１.
2.
3.

ほ

生産緑地貸借セミナー
巡回健診【大宮】９日㈬

２日㈬

農機具センターの休日対応のお知らせ
下記の期間は、休まず営業致します。
［営業日］
 ９月14日（土）から１0月14日（月）
［営業時間］
 平日：午前９時～午後５時　土日：午前９時～午後４時
［ＴＥＬ］
 （０７５）３９１－４１９３
 修理サービスカー運行中！

巡回健診【上賀茂】
資産管理移動相談会【嵯峨野】

16日㈬
16日㈬

資産管理移動相談会【久我】

巡回健診【山科南部】21日㈪
JA京都府ママさん大学【伊豆・堂ヶ島・湯河原方面】21~23日

㈪~㈬
グラウンドゴルフ府下大会【サンガタウン】24日㈭

24日㈭

法律個人相談会【本店】17日㈭
巡回健診【大枝】18日㈮
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Ⓐ

ひととひと　ふれあい、つながる

JA 京都市

都市農業の理解を幅広い世代に
～京ベジFESTA2019開催決定～
都市農業の理解を幅広い世代に
～京ベジFESTA2019開催決定～特集

ＪＡ京都市
事業だより

2019 Vol.
2559

●材料

枝豆…………………………………………300g
水…………………………………… 大さじ５
だしの素…………………………… 小さじ１
酒…………………………………… 大さじ１
砂糖………………………………… 小さじ１
しょうゆ…………………………… 大さじ１
みりん……………………………… 小さじ１
七味………………………………… お好みで

●作り方
①枝豆をお好みのかたさにゆでる。
②Ⓐをフライパンに入れて水分をとばし、カラメル状にな
るまで煮詰める。
③七味を入れ、ゆでた枝豆にかければ完成！

オ
リ
ジ
ナ
ル

和
風
枝
豆

ひ
と
味
違
っ
た
枝
豆
料
理
を
ご
賞
味
あ
れ
！

季節の野菜−枝豆−

農機具オペレーター募集のご案内農機具オペレーター募集のご案内
ＪＡ京都市は農機具オペレーター（トラクター等）を募集しております。
余った時間を有効活用してみませんか。（パートタイマー）

－Vol.255－ 2019.9
2019年9月1日発行

編集・発行／JA京都市（京都市農業協同組合）総務部総務課
〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24　TEL（075）314-0898

https://ja-kyotocity.or.jp

募集要項

募集人員 ： 若干名
勤務条件 ： 要相談

詳しい内容等につきましては、
下記までお問い合わせください

京都市農業協同組合 総務部 総務課
〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24番地

TEL 075-314-0898　FAX 075-313-2643

ビールの相棒の枝豆。今回は
複数の調味料を混ぜて作っ
た特製ダレを枝豆にまぶし
てみました。なお、使用した
枝豆は8月13日に放送され
た「マツコの知らない世界」
で絶賛された久我支部の辻
勝次さんの「辻音の黒枝豆」を
使用させていただきました。

　枝豆は、大豆の未成熟な豆のことを指
し、完熟すると「大豆」になります。
　さまざまな品種があり、現在では枝豆
専用の品種が400品種以上あるといわれ
ています。大豆の起源については、日本
においては遺跡からの出土によって、縄
文中期から後期にかけて存在が確認され
ていますが、どのように日本列島にもた
らされたのか等、正確にわかっておらず、
未だルーツが不明な作物です。


